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平 成 2 9 年 第 １ 回

沖縄県議会（定例会）

開会の日時、場所

年月日 平成29年３月９日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後３時31分

場 所 第１委員会室

本日の委員会に付した事件

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計予

算（農林水産部及び労働委員会所管分）

２ 甲第２号議案 平成29年度沖縄県農業改良資

金特別会計予算

３ 甲第９号議案 平成29年度沖縄県沿岸漁業改

善資金特別会計予算

４ 甲第10号議案 平成29年度沖縄県中央卸売市

場事業特別会計予算

５ 甲第11号議案 平成29年度沖縄県林業・木材

産業改善資金特別会計予算

出席委員

中 川 京 貴君委員長 瑞慶覧 功君

委 員 西 銘 啓史郎君 山 川 典 二君

島 袋 大君 大 城 一 馬君

新 里 米 吉君 親 川 敬君

玉 城 武 光君 金 城 勉君

大 城 憲 幸君

欠席委員

瀬 長 美佐雄君 砂 川 利 勝君

説明のため出席した者の職、氏名

島 尻 勝 広君農 林 水 産 部 長

農 林 水 産 総 務 課 長 石 垣 永 浩君

農林水産総務課研究企画監 生 沢 均君

流通・加工推進課長 幸 地 稔君

農 政 経 済 課 長 崎 原 盛 光君

営 農 支 援 課 長 竹ノ内 昭 一君

園 芸 振 興 課 長 松 尾 安 人君

糖 業 農 産 課 長 屋 宜 宣 由君

畜 産 課 長 池 村 薫君

村 づ く り 計 画 課 長 大 村 学君

農 地 農 村 整 備 課 長 本 原 康太郎君

森 林 管 理 課 長 金 城 克 明君

水 産 課 長 新 里 勝 也君

漁 港 漁 場 課 長 島 袋 均君

中 央 卸 売 市 場 長 喜 納 兼 二君

労働委員会参事監兼事務局長 大 城 玲 子さん

3 4ii
ただいまから、経済労働委員会○瑞慶覧功委員長

を開会いたします。

本委員会の所管事務に係る予算事項の調査につい

てに係る甲第１号議案、甲第２号議案及び甲第９号

議案から甲第11号議案までの予算議案５件の調査を

一括して議題といたします。

本日の説明員として、農林水産部長及び労働委員

会事務局長の出席を求めております。

まず初めに、農林水産部長から予算の概要説明を

求め、労働委員会事務局長の説明は割愛いたします

ので、あらかじめ御了承願います。

それでは、農林水産部長から農林水産部関係予算

の概要説明を求めます。

島尻勝広農林水産部長。

それでは、平成29年度農○島尻勝広農林水産部長

林水産部関係予算の概要につきまして、お手元にお

配りしてございます、抜粋版平成29年度当初予算説

明資料農林水産部に基づき、御説明させていただき

ます。

１ページをお開きください。

県全体の平成29年度一般会計歳出予算額における

部局別の歳出予算額です。

表の最下段の合計の金額になりますが、沖縄県全

体の平成29年度一般会計歳出予算額7354億4300万円

のうち、農林水産部所管分は、８行目の金額になり

ますが、582億7980万7000円となっております。

前年度の農林水産部の予算額611億6505万6000円と

比較しますと、28億8524万9000円、率で4.7％の減と

なっております。

また、一般会計歳出予算の部局別構成比でありま

すが、県全体の平成29年度一般会計歳出予算額に占

める農林水産部の割合は、7.9％となっております。

次に、一般会計歳入予算の概要について御説明い

たします。

２ページをお開きください。

（ ）経済労働委員会記録 第３号
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平成29年度一般会計における農林水産部関係の歳

、 、入予算額は 表の最下段の合計の金額になりますが

428億1964万8000円となっており、前年度当初予算額

454億3210万円と比較しますと26億1245万2000円、率

で5.8％の減となっております。

それでは、その内容について款ごとに御説明いた

します。

８、分担金及び負担金７億193万4000円は、土地改

良法に基づく水利施設整備事業等に係る受益者の分

担金及び負担金等であります。

その下の９、使用料及び手数料１億1172万4000円

は、農業大学校授業料、漁港区域使用料及び漁港施

設用地目的外使用料等であります。

その下の10、国庫支出金351億7013万4000円は、災

害復旧に要する国庫負担金、沖縄振興特別推進交付

金等の国庫補助金及び委託試験研究費に係る委託金

等であります。

その下の11、財産収入４億6079万1000円は、県営

林野の土地貸付料及び試験研究機関等で生産された

農林生産物の売り払い代等であります。

次に２行下の13、繰入金２億3220万9000円は、農

業改良資金の貸付原資に係る国への元金返済に伴う

一般会計への繰入金等及び農業構造改革支援基金に

係る基金繰入金等であります。

次に、２行下の15、諸収入15億5675万6000円は、

中央卸売市場販売促進貸付金に係る元利収入、試験

研究機関の受託試験研究費及び雑入等であります。

その下の16、県債45億8610万円は、公共事業等及

び災害復旧に充当する県債であります。

以上が、農林水産部関係の一般会計歳入予算の概

要であります。

次に、一般会計歳出予算の内容について、款ごと

に御説明いたします。

３ページをお開きください。

６、農林水産業費は、563億446万7000円となって

おり、前年度予算額593億6505万6000円と比較します

と、30億6058万9000円、率で5.2％の減となっており

ます。

主な事業としては、県産農林水産物を県外向けに

出荷する場合の輸送費に対して補助を行う農林水産

物流通条件不利性解消事業、高度な衛生管理・品質

に対応した県産鶏肉の処理施設を整備する食鳥処理

施設整備事業、農業用貯水池及び用排水路の整備等

を行う水利施設整備事業、森林の立地条件や樹木密

度等の状況に応じた防除戦略の検討・効果検証を行

う沖縄型森林環境保全事業及び漁港施設と漁場・養

殖場等の一体的な整備に要する水産生産基盤整備事

業等であります。

11、災害復旧費は19億7534万円となっており、前

年度予算額18億円と比較しますと１億7534万円、率

で9.7％の増となっております。

主な事業としては、農地農業用施設災害復旧費、

団体営林道施設災害復旧事業費及び漁港漁場災害復

旧事業費等であります。

、 。以上が 一般会計歳入歳出予算の概要であります

次に、平成29年度、農林水産部所管の特別会計歳

入歳出予算について御説明いたします。

４ページをお開きください。

農業改良資金特別会計の歳入歳出予算額は 5132万、

7000円となっており 前年度予算額２億3199万8000円、

と比較しますと１億8067万1000円、率で77.9％の減

となっております。

減となった主な理由は、元金償還金が１億1229万

3000円減少したことなどによるものです。

５ページをお開きください。

沿岸漁業改善資金特別会計の歳入歳出予算額は、

5193万2000円となっており、前年度予算額5229万

9000円と比較しますと36万7000円、率で0.7％の減と

なっております。

減となった主な理由は、繰越金の減などによるも

のであります。

６ページをお開きください。

中央卸売市場事業特別会計の歳入歳出予算額は、

３億9057万8000円となっており、前年度予算額４億

1117万4000円と比較しますと2059万6000円、率で

5.0％の減となっております。

減となった主な理由は、県債に係る元金償還金の

減などによるものであります。

７ページをお開きください。

林業・木材産業改善資金特別会計の歳入歳出予算

額は、1578万6000円となっており、前年度予算額

1581万8000円と比較しますと３万2000円、率で0.2％

の減となっております。

減となった主な理由は、事務費の減によるもので

あります。

以上、農林水産部関係の一般会計及び特別会計の

予算の概要を御説明いたしました。

御審査のほど、よろしくお願いいたします。

農林水産部長の説明は終わりま○瑞慶覧功委員長

した。

これより質疑を行いますが、本日の質疑につきま

しては、平成29年２月８日議会運営委員会決定によ
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る予算議案の審査等に関する基本的事項（試行 （常）

任委員会に対する調査依頼について）に従って行う

ことにいたします。

要調査事項を提起しようとする委員は、提起の際

にその旨を発言するものとし、明 ３月10日、当委

員会の質疑終了後に改めて、要調査事項とする理由

の説明を求めることといたします。

その後、予算特別委員会における調査の必要性に

ついての意見交換や要調査事項及び特記事項の整理

を行った上で、予算特別委員会に報告することとい

たします。

当該意見交換において、要調査事項として報告す

ることに反対の意見が述べられた場合には、その意

見もあわせて予算特別委員会に報告いたします。

要調査事項は、予算特別委員会でさらに調査が必

要とされる事項を想定しております。

また、特記事項は、議案に対する附帯決議のよう

な事項や要調査事項としては報告しないと決定した

事項を想定しており、質疑終了後、意見交換等を予

定しておりますので、御留意願います。

なお、委員長の質疑の持ち時間については、予算

、 。特別委員会に準じて 譲渡しないことにいたします

質疑及び答弁に当たっては、その都度委員長の許

可を得てから行い、重複することがないよう簡潔に

お願いします。

また、質疑に際しては、あらかじめ引用する予算

資料の名称、ページ及び事業名等を告げた上で、質

疑を行うよう御協力をお願いいたします。

予算特別委員長から調査を依頼された事項は、沖

縄県議会委員会条例第２条に定める所管事務に関す

る予算事項でありますので、十分御留意願います。

なお、答弁に当たっては、総括的、政策的な質疑

に対しては部局長が行い、それ以外はできるだけ担

当課長等の補助答弁者が行うこととしたいと思いま

すので、委員及び執行部の皆さんの御協力をお願い

いたします。

さらに、課長等補助答弁者が答弁を行う際は、あ

らかじめ職、氏名を告げてください。

それでは、これより直ちに各予算に対する質疑を

行います。

西銘啓史郎委員。

、○西銘啓史郎委員 事業ごとの細かい話をする前に

来年度の予算の策定に当たって３点ほど質疑をいた

します。

まず、来年度は沖縄21世紀ビジョンの折り返しの

年度になりますけれども 中間評価をどのように行っ、

たかということが１点目。

それから、昨年の９月13日に沖縄県振興推進委員

会で重点テーマが決定したとありましたけれども、

この委員会に対して、農林水産部としてどのように

かかわっているのか、部長が出席しているとか、そ

ういったことも教えてください。

それから、行財政改革プランの中で農林水産部と

して課題が継続してあるのであれば、その辺を予算

の策定に当たってどのように反映したかを３点質疑

します。

まず１点目の沖縄21世紀○島尻勝広農林水産部長

ビジョンの中間評価についてどのように反映したか

という御質疑にお答えいたします。

平成29年度の予算編成に当たりましては 沖縄21世、

紀ビジョン基本計画中間評価や沖縄県ＰＤＣＡなど

による取り組みの進捗状況や成果指標の検証結果を

適切に反映させ、施策事業の効果的、効率的な推進

を図ることとしております。なお、中間評価におい

て、基本計画策定時に設定しました農林水産部の指

標が54ありますけれども、それについての評価が前

進が42、後退が12となっております。農林水産部と

いたしましては、前進または後退している成果指標

の検証をしつつ 目標達成に向けた沖縄21世紀ビジョ、

ン基本計画に基づき亜熱帯性気候や地理的特性を生

かした農林水産振興を図ってまいりたいと思ってお

ります。

次に、重点テーマ、平成28年９月13日に沖縄県振

興推進委員会がありました。そこのほうで重点テー

マが設定されておりますけれども、農林水産部とし

ましては、重点テーマであります沖縄県アジア経済

戦略構想の実現のために県産農林水産物の海外販売

拡大、定番化に向けた取り組みを行う県産農林水産

物輸出力強化事業、これは8070万3000円を予算計上

しております。それと、県産水産物のマーケティン

グ戦略、輸出量増大に向けた輸出技術確立などに取

り組みます県産水産物の海外市場拡大事業、2686万

9000円を計上しているところであります。さらに、

県産鶏肉の流通、販売、加工対策の強化などのＨＡ

ＣＣＰ対応型の食鳥処理施設を整備する食鳥処理施

設整備事業、28億953万2000円を計上しているところ

であります。また、重点テーマであります地方創生

の推進と誰もが活躍できる社会の実現のための予算

としまして、農業の担い手育成・確保に向けた一貫

した支援システムの整備を行う沖縄県新規就農一貫

支援事業、３億1282万6000円を計上しております。

さらに、県産農林水産物の流通コスト低減、国内外
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における販売の促進及び機能性食品表示の取得など

を行うおきなわ型農産物ブランディング推進事業、

9800万円ですけれども、それなどに取り組んでまい

りたいと思っております。

次に、行財政改革プランの推進につきましては、

農林水産部においては、財政の健全化確保、あるい

は沖縄21世紀ビジョン基本計画の着実な推進のため

に、第７次沖縄県行財政改革プランにおいて公社等

の外郭団体への県関与や事務事業の見直しなどに取

り組んでおります。

平成29年度の予算作成に当たりましては、財源の

効率的な配分などの観点から施策事業の進捗状況や

、 。効果を検証し 事務事業の見直しを行っております

今後とも当該プランの進捗状況等を検証し、予算

の適正な執行や編成に取り組んでまいりたいと思っ

ております。

次に、今年度、もう３月も中旬○西銘啓史郎委員

、 、まで来ていますけれども 執行予定額といいますか

平成27年度会計の決算特別委員会でもいろいろ不用

額や繰越額等々、会計監査から指摘されたと思うの

ですけれども、平成28年度の予算―当初、補正を含

めて、執行それから繰り越し、不用の額と率を一部

予測でも構いませんので、数字の説明をお願いしま

す。

農林水産部における○石垣永浩農林水産総務課長

平成28年度予算の執行状況については 平成29年１月、

末現在で予算額約768億7500万円、負担行為済額約

638億7300万円、支出済額約300億6700万円となって

おります。予算額のうち、負担行為済額は83.1％、

、 。予算額のうち 支出済額は39.1％となっております

平成28年度の繰り越しと不用額については、今まだ

の状況ですが、平成27年度の執行額と執行率と比較

してほぼ同様の推移となっております。

あと、平成28年度の総事業件数○西銘啓史郎委員

と主要施策事業の件数を教えてください。

平成28年度予算の事○石垣永浩農林水産総務課長

業数は350事業、予算額は611億6505万6000円となっ

ております。そのうち、主な事業ということで抽出

したものは、30事業、予算額は267億6408万円となっ

ております。

続いて、平成29年度の予算案に○西銘啓史郎委員

ついてですけれども、同じように来年度の事業数と

それから主要施策の件数をお願いします。

平成29年度の予算の○石垣永浩農林水産総務課長

事業数は359事業で、主な事業ということで27事業と

なっております。

来年度の予算の中で継続事業、○西銘啓史郎委員

新規事業があると思うのですが、その数を教えてく

ださい。

新規、または後継事○石垣永浩農林水産総務課長

業という位置づけで46事業となっております。継続

事業は313事業となっております。

継続事業の中で３年以上経過し○西銘啓史郎委員

ている、政策的な継続事業ってありますか。

政策的事業は134事業○石垣永浩農林水産総務課長

となっております。そのうち、３年以上経過した事

業は64事業となっております。

あと 質問通告に入っていなかっ○西銘啓史郎委員 、

たのですけれども、職員費というか、残業代の見込

み、人件費だけでどのぐらい入っているか、もしわ

かれば教えてください。

手元に細かい内訳は○石垣永浩農林水産総務課長

持ち合わせておりませんが、平成29年度の一般会計

予算の中で農林水産部の人件費、これは給料等も含

、 。めた全てになりますが 約72億円となっております

今、御質疑の残業手当、時間外勤務手当の詳細につ

いては申しわけございません、今、手元にございま

せん。

まず、全体的な話からしました○西銘啓史郎委員

けれども、なぜ、予算の策定に当たってどのような

考えで臨んだかを聞いた理由は、恐らくそういうこ

とをされていると思うのですけれども、沖縄21世紀

ビジョンだったり 沖縄県アジア経済戦略構想であっ、

たり、もろもろ農林水産部がかかわる事業の中で、

今年度の予算の執行のあり方、反省しながら次年度

どういうふうにしていきたいというのがあるべきだ

と思うのです。ですから本当は、今年度どういった

ことをやりたいということを明確に書いたものが

あったほうがいいと思うのです。実は財政当局に聞

いたら、３部局ぐらいは指標みたいなものを出して

いるのですけれども、農林水産部はつくられていな

いということだったので、次年度以降の考え方とし

て、ぜひ新年度こういうことをやりたいという１枚

の冊子みたいなものにまとめていただいて、これは

我々が読んでもわかるように、そうすると細部に入

る前に全体的な考え方がわかるので、ぜひそれを各

部やっていただきたいと。これは要望です。

それからもう一つは、平成28年度の執行を聞いた

理由は、平成27年度会計の決算のときに農林水産部

は不用額が27億円ありました。率にして3.7％という

ところで、県全体の2.2％より大幅に不用額が比率的

にも高いという中で―もちろん不用額を減らし、繰
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り越しも減らし、執行をきっちり行う努力はしてい

ると思うのですけれども、平成28年度の繰り越し、

不用がまだ見えないというのは―前年度より減らす

ような努力をしていらっしゃるとは思うのですが、

これも要望として、きっちり限られた予算、県民の

税金ですので、これもお願いしたいと思います。

それから人件費、残業代を聞いたのは、先の一般

質問の中で農林水産部の残業総時間が８万時間ぐら

いあります。額にして約２億2000万円あります。部

員が多いので、平成27年度１人当たりの残業は平均

時間が7.9時間となっているようですけれども、やは

り部として予算を計上することというよりも、皆さ

んが部下の方々の勤務の把握、それから業務改善、

働き方改革も含めて今年度どのようにしていくかと

いうことが僕は重要だと思っているのですね。限ら

れた人数で、いろんな意味で残業も多いのでしょう

けれども、そこも部長、統括監、課長クラスできっ

、ちり部下の残業実態っていうものも見ていただいて

生産性を上げるような努力もしてほしいということ

で申し上げておきます。

、 、では 細かい事業の話に行きたいのですけれども

この平成29年度当初予算（案）説明資料の主な事業

の概要に基づいて質疑をいたします。

この中で新規事業が５項目あったと思うのですけ

れども、この新規事業の目的、効果、それから目標

数値等があれば、それから単年度なのか、継続なの

かも含めてお願いします。

最初に、114番のおきなわ型農産物ブランディング

推進事業。

本事業は園芸品目を○幸地稔流通・加工推進課長

中心とした県産農産物について、国内外における競

争力の強化やブランド力の向上を目的として、国の

地方創生推進交付金を活用して実施するものであり

ます。具体的にはシークヮーサーの機能性食品表示

の取得や地域団体商標などの取得、それから輸送体

系改善によるコスト低減、園芸品目全般の国内外で

の販売促進、国外での販売力のある人材育成などの

取り組みを推進するものであります。

見込まれる効果としましては、県産農産物のブラ

ンド化による認知度向上と販路拡大、単価の向上や

コスト低減に伴う農家所得の向上などが考えられま

す。

また、平成31年度の数値目標としましては、園芸

品目の産出額を16億円増加することを見込んでおり

ます。

続いて119番、農業次世代人材投○西銘啓史郎委員

資事業。

県におきましては、沖○竹ノ内昭一営農支援課長

縄21世紀ビジョン基本計画に基づきまして、新規就

農者年間300名を目標に各種施策を実施しているとこ

ろであります。平成24年度以降、幸いなことに300名

以上を確保できているところでございます。

、御質疑の農業次世代人材投資事業につきましては

これまで実施してまいりました就農準備の２年間及

び就農開始後５年間の給付金の給付を行う青年就農

給付金事業の後継事業としまして、平成29年度より

実施する事業であります。

今の青年の担い手とありました○西銘啓史郎委員

けれども、例えばリタイアした人とか、そういう方

々は対象にならないのですか。

この旧給付金事業、新○竹ノ内昭一営農支援課長

たにスタートします農業次世代人材投資事業につき

ましては、就農時点におきまして45歳未満であるこ

とが要件となっております。

仮に60歳から始めたい人は、そ○西銘啓史郎委員

ういった支援事業はあるのですか。

45歳を超えた方々につ○竹ノ内昭一営農支援課長

いての給付金の事業は残念ながら該当しないのです

けれども、別途沖縄振興一括交付金―一括交付金を

活用しまして、県は新規就農一貫支援事業という事

業を並行して取り組んでおります。こちらについて

は65歳未満であれば、給付金という形ではないので

すけれども、例えば初期投資、機械整備とかの支援

でありますとか、あるいは就農に際しての技術的な

サポート、もろもろ支援をするメニューがございま

す。

日本全国で自給率が下がってい○西銘啓史郎委員

る中で、こういった人材投資事業というのは非常に

私は重要だと思っていますので、45歳未満という枠

がいいのかどうかよくわかりませんけれども、新規

事業ですので、来年度の新規事業としての成果を見

ながら、またいろいろ工夫、検討もしていただきた

いと思います。

続いて、125番のオキナワモズクの生産底上げ技術

開発事業。

県ではオキナ○生沢均農林水産総務課研究企画監

ワモズクの生産安定を図るため、一括交付金を活用

し、平成29年度から３年間、オキナワモズクの生産

。底上げ技術開発事業を実施することとしております

具体的には、１、新品種の育成に向けた交雑技術の

、 、 、 、開発 ２ 生産性向上のための養殖技術の開発 ３

養殖漁場における環境データモニタリング調査を実
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施するものであります。

期待される事業の効果及び目標につきましては、

オキナワモズクの交雑技術の開発によりまして、生

産性にすぐれた品種育成を行いまして、生産性の安

定と増大に資するということで、事業目的としまし

ては、オキナワモズクの交雑技術開発１件、養殖網

の管理技術普及１件という計画をしております。

続いて、沖縄型森林環境保全事○西銘啓史郎委員

業をお願いします。

沖縄型森林環境保全事業○金城克明森林管理課長

ですが、これは貴重な森林を守るための松くい虫等

の主要な病害虫に対する防除を実施するとともに、

森林の立地条件や被害状況等に対応した防除戦略を

検討するものでございます。具体的には、松くい虫

被害や本県の主要な森林構成樹種でありますイタジ

イに甚大な被害、影響を与える可能性のありますナ

ラ枯れ病等について、先行事業である沖縄らしいみ

どりを守ろう事業で示した被害への対応方針に基づ

きまして、監視及び防除を実施いたします。また、

防除戦略検討委員会を設置しまして、対応方針に基

づく防除効果等を検証し、本県の立地条件に応じた

防除戦略をとりまとめることとしております。

実は私、北部の森林事業を見に○西銘啓史郎委員

行ってまいりました。去年でしたけれども。その中

で、新聞でちょっとたたかれましたけれども、伐採

をしていることに対する保護団体からのクレームで

すかね。私は、実際に植林している組合の方々の植

林しているものも見ました。ですから、もちろんむ

やみやたらに環境を壊すことはしていないとは思う

のですけれども、その辺の数字も、もしわかれば教

えてください。何パーセントぐらいになっているの

。か

報道にありました場所で○金城克明森林管理課長

すけれども、4.96ヘクタール伐採されております。

これは国頭村森林全体の１万6471ヘクタールに対し

まして0.03％ということになっております。伐採は

昨年の７月18日から開始されまして、今年の―平成

29年の２月17日で終了をしております。なお、植栽

につきましては、イジュ、リュウキュウマツをこれ

から、次年度植栽する予定となっております。

私は、やんばるの森のおもちゃ○西銘啓史郎委員

美術館を見てまいりました。県産の木材を使って、

特に余った端材というのですか、そういったものを

使いながら取り組んでいることも非常に勉強になり

ました。農林水産部の中で、農業と水産業というの

は割と日の目を見ると言ったら言葉が悪いですけれ

ども、林業がどうしても予算も20億円ぐらいと聞い

ていますけれども、非常に僕は大事だと思っている

のですね。ただし、環境との問題もあるので、これ

は農林水産部として、しっかり必要なものは必要で

やってほしいと思います。ぜひこういった植林をし

ている国頭の森林組合の方々の映像もＮＨＫで出ま

したので、私はそこら辺もきっちりスポットを当て

て、部下の方にはしっかり頑張ってほしいというこ

とをお伝えいただきたいと思います。

それから５点目の県産水産物の海外市場拡大事業

についてお願いします。

県では県産水産物の輸出拡大○新里勝也水産課長

を図るため、地方創生推進交付金を活用しまして、

平成29年度から県産水産物の海外市場拡大事業を実

施することとしており、2686万9000円の予算を計上

させてもらっております。

具体的な事業内容としましては、輸出量増大に向

けた資源量調査として、ナマコの有望対象種の資源

量調査を行います。

２番目に、輸送技術の確立としまして、ストック

ヤードを用いた水産物集出荷実証試験及び鮮魚の梱

包手法の開発。

３番目に、海外市場拡大マーケティング戦略の構

築としまして、海外やインバウンドを含めたレスト

ラン等の消費動向調査の実施などを行うこととして

おり、漁家所得の向上につなげていきたいと考えて

おります。

先ほど、新規事業は何件ありま○西銘啓史郎委員

すかと聞いたときに、平成29年度は46件とたしかお

答えいただいたと思うのですけれども、今回の資料

の中には今の５件しか出ていませんが、残り41件は

また新規であるという理解でよろしいですか。

今の冊子にあるのは○石垣永浩農林水産総務課長

主な事業、主な新規事業を含めてということで、そ

の他に35事業ということになります。

あと、先ほど継続の313事業のう○西銘啓史郎委員

ち３年以上になるのが134事業という説明があったと

思うのですけれども、平成29年度。予算の策定に当

たって財政当局が提示した中で、継続事業、３年以

上継続するものについては、きっちりこの効果も含

めて見直すようにということがあったと思うのです

が、その辺はどのように検討されたのでしょうか。

県全体の予算編成方○石垣永浩農林水産総務課長

針でもございますように、政策的事業を原則３年間

実施しまして、その後は継続事業や新規事業に引き

継ぐなどして各種施策に取り組んでおりますが、そ
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の必要性から３年を超えて継続的に取り組んでいる

事業もございます。具体的には農村地域の高齢化、

耕地面積の減少傾向など、長期的に取り組む必要が

あるものということで、具体的な事業としまして農

地中間管理機構事業や多面的機能支払交付金事業等

がございます。また、農家などから継続的な要望が

ある事業ということで、肉用牛群改良基地育成事業

費等々がございます。幾つかそういった形で長期的

な課題への対応、その成果に時間がかかるなど、必

要性を考慮して継続的な事業実施を行っているとこ

ろです。

ぜひ、この事業の効果というも○西銘啓史郎委員

、 、 、のは常に検証しながら 次年度 予算継続するのか

または違った形でやるのかも含めて、きっちり見て

もらいたいと思います。

それから最後に、農林水産部として予算が28億円

ぐらい前年度に比べて平成29年度は減っていますけ

れども、予算資料を見ていますと113番の含密糖振興

対策事業費が約26億円ぐらい前年度から減っている

のですが、その中身について説明お願いします。

含密糖振興対策事業費の○屋宜宣由糖業農産課長

主な内容は、含密糖製造コスト及び老朽化した製糖

施設の整備に対する助成を行う事業となっておりま

す。

平成28年度と比較して約26億円の減となった理由

については、製糖施設の整備を行う事業において、

整備する施設の規模の違いにより、前年度に比べ減

額となっております。具体的には、平成28年度の事

業実施地区の多良間村、ここの整備規模は、サトウ

キビの１日当たりの処理能力が250トンの工場となっ

ています。来年度、平成29年度から整備を行う伊平

屋村の整備規模は、１日当たりの処理能力が50トン

と規模の違いによるものであります。

、 、○西銘啓史郎委員 もう一点 特別会計のところで

農業改良資金が約１億8000万円ですか、前年度より

減っていますけれども、これも概要及び理由を説明

してもらえれば。

この特別会計の中の減○竹ノ内昭一営農支援課長

額につきましては、実際の貸し付けそのものの運用

は終わっておりまして、国への繰り上げ償還を行っ

ておりますので、その絡みでの減額ということでご

ざいます。

予算編成に当たっては、多分課○西銘啓史郎委員

、 、 、長 班長 いろんな方々が一生懸命予算を作成して

財政当局と交渉をし、今日の予算になっていると思

いますから、ぜひ生きた予算にするために部長、統

括監初め 皆さんがしっかりこの予算の執行に当たっ、

て 県政のために いろんな農業団体のために頑張っ、 、

てもらいたいと思います。

休憩いたします。○瑞慶覧功委員長

（休憩中に、山川委員から農林水産部の部署

ごとの職員数に係る資料の提供依頼があり、

執行部から提供する旨の回答があった ）。

再開いたします。〇瑞慶覧功委員長

山川典二委員。

沖縄・自民党の山川典二です。○山川典二委員

どうぞよろしくお願いいたします。

新人はみんな同じことを考えるもので、西銘委員

と質疑がかなり重なっておりまして、その関連でま

ずおきなわ型農産物ブランディング推進事業です。

先ほど園芸品で16億円増を目指しているということ

なのですが、トータルで幾らになるのですか。

事業開始前が286億円○幸地稔流通・加工推進課長

で、16億円ふえますと302億円になります。

これはシークヮーサーをメーンに○山川典二委員

していこうということですか。シークヮーサーの年

間の生産量、それからシークヮーサー以外も入って

いますか、286億円に。

先ほど申した286億円○幸地稔流通・加工推進課長

は全てでありまして、シークヮーサーの産出額は約

3500トンとなっております 平成25年度のシークヮー。

サーです。

生産額は幾らになりますか。○山川典二委員

平成25年度で約３億○幸地稔流通・加工推進課長

円となっております。

それからモズクですけれども、新○山川典二委員

規事業にもありますが、モズクの１番新しい情報で

生産量は県内でどれぐらいあって、生産額は幾らあ

りますか。

平成28年度で○生沢均農林水産総務課研究企画監

生産量としては１万4656トンで、生産額としまして

は21億9800万円という数字になっております。

今回の生産底上げ技術開発事業、○山川典二委員

この交雑技術の開発ということがあるのですが、こ

の辺はもう少し詳述といいますか、わかる範囲でい

いですけれども、何が今課題で、何の技術促進を図

るために開発をするのか。

まず交雑育種○生沢均農林水産総務課研究企画監

は、モズク漁業の関係者の中では、モズク生産地に

よって藻体の大きさとか太さに差があるということ

をおっしゃられていまして、この辺で加工用、ない

しは生食用等いろいろ流通、加工に適した藻体の選
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抜というのが求められているということで、まず交

雑の話がございます。

養殖につきましては、まず最初の養殖初期にモズ

クの芽が出てこないという問題がございまして、そ

れを芽出しというのですが、その課題の解決。もう

一つは、養殖中期に成長段階でモズクが切れて落ち

てしまうという芽落ちという課題がございます。そ

の部分についても、養殖技術の開発をしていこうと

いうものでございます。

平成29年度当初予算（案）の主な○山川典二委員

、 、事業の概要で132番 県産水産物の海外市場拡大事業

平成29年度歳出予算事項別積算内訳書の283ページで

す。海外とあるのですが、どういう水産物をどこの

、 、市場に持って行くかという この計画といいますか

方針を説明してください。

現在、海外に輸出している品○新里勝也水産課長

目としましては、貿易統計で見ますと、ナマコです

とかマグロ、あるいはモズク等々がございます。そ

れぞれ品目ごとに特長がございまして、例えば、中

国を見ますと海藻類、モズクも結構出ていますし、

あと生鮮マグロが今後見込まれるだろうという報告

ございます。あとシンガポールは、シンガポールで

好まれる魚としてメカジキ等がございまして、あと

ヤイトハタとあわせてシンガポール展開は想定して

おります。タイで見ますと、マグロの輸出額は結構

これまでの実績が多くて、中規模レストラン等を想

定しております。あと、香港についてはナマコも相

当量出ておりまして、台湾で見ますと、マグロ、海

藻、イカ、そういうのが実績でございます。

それぞれ国ごとに品目の特徴がございますので、

その辺は一つ一つ検証しながら、輸出拡大に向けて

取り組んでいこうということで考えております。

アジア経済戦略構想とも関連しな○山川典二委員

がらぜひこれを進めていただきたいのですが、今県

内にナマコがほとんどないという状況なのですが、

この辺の現状はどうですか。この間、香港へ行って

皆さんと食事をしましたら、べらぼうな値段でナマ

コが出ていてびっくりしたのですが、現状はどうで

しょうか。

実はナマコという生物は、非○新里勝也水産課長

常に繁殖力も小さくて成長も遅いという特徴がござ

います。ただし、中華食材としては非常に人気があ

るもので、南太平洋諸国においても資源的には非常

に厳しい状況と聞いております。

本県におきましても、この四、五年ぐらいの貿易

統計を見てみますと、数億円のオーダーで輸出され

ておりますが、現状としましては非常に厳しい状況

になっておりまして、県としましては、平成25年の

漁業権の更新の際に、ナマコも共同漁業権の対象種

にしましたけれども、それ以前は対象になっていな

、 、かったことから乱獲が進んで 今回この事業の中で

まずナマコの資源量調査をきちんとやった上で、今

後どのようにナマコ資源を回復していけるのか、そ

の辺を検討していきたいと考えております。

ナマコは養殖できないですか。養○山川典二委員

殖技術の開発はいかがですか。

中国とか、あるいは日本では○新里勝也水産課長

北海道とか東北のほうで、ナマコの養殖も一部手が

けられております。ただし、南のほうの系統のナマ

コについては、その辺の知見がまだまだ不十分で、

今それも含めて、ナマコの基本的な生物情報につい

ても今回の事業の中で情報収集しながら検討してい

くこととしております。

平成29年度歳出予算事項別積算内○山川典二委員

訳書の291ページ、漁業取締監督費の中に日台・日中

見直し対策経費が入っておりますが、先日、日台の

見直しの会議が行われましたが、そのときの議論の

骨子、そして県の見解を説明してください。

先週、日台の漁業委員会が東○新里勝也水産課長

京で開催されまして、基本的に日本政府の水産庁と

外務省が交渉はするわけですけれども、沖縄からも

漁業者の代表、県から私も参加させていただいて議

論したところでございます。

日本側はこれまでどおり船間距離４海里を主張す

る、台湾は１海里を主張していますので、その辺の

議論。あと、日本側の優先的に使える漁場の拡大と

いうのを求めてまいりました。それに対して台湾側

は、現状のルールを維持することを主張しておりま

して、双方の主張がやはり最後まで平行線で時間切

れとなってしまった形で、昨年に続き、操業ルール

は現状維持ということになってしまいました。

漁業者からは、今特にマグロはえ縄を適用水域で

操業自粛しているものですから、不満も残っており

ますので、今回、合意の中に折り込んだのは、４月

から７月のクロマグロの漁期が終わったらすぐ、遅

くとも９月には専門会議を始めて、来期に向けた議

論をしていくということで、そのことについては合

意されておりますので、その中でまた本県の漁業者

の主張をどんどん入れていく必要があるかなと、県

としても考えているところでございます。

、 。○山川典二委員 これはずっと平行線ですよね 今

打開策はないのですか。どうしたらそれが解決でき
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るかということは考えたことないのですかね。

今回の具体的な案として、沖○新里勝也水産課長

縄側の漁業者からの提案として、１日の昼夜交代操

業ではなくて、漁場がより公平に使えるようにとい

うことで１週間交代制というのを提案しました。そ

うすることによって、トラブルも防止されますし、

お互い平等に漁場を使えるという趣旨で提案しまし

た。

ただ、台湾側は昼夜交代のほうが台湾の漁船は多

く使えるというのが実態としてあるようで、それに

ついては新たな提案、こちらからもやりましたけれ

ども、それについても今後継続して議論していくと

いう位置づけになってしまいまして、来年に向けて

さらにどういう提案をしていくのかということにつ

いて、漁業者と意見交換しながら対応していくこと

としております。

去年、自民党会派と石垣市を中心○山川典二委員

とする漁業従事者の皆さんとの意見交換の中で、も

。 、う圧倒的に漁獲量が減っていると それは安心して

安全に操業ができないということで、死活問題とい

う話は私も本会議でも取り上げましたけれども、一

向に現状が変わらない。台湾の漁業関係者とは、大

体、宜蘭県の蘇澳の漁業者がほとんどですよ。その

宜蘭県が那覇市に事務所を去年置いておりますが、

。直接宜蘭県の皆さんとの情報交換をなさいましたか

宜蘭県にございます蘇澳区漁○新里勝也水産課長

会―漁業協同組合がございますけれども、そこの理

事長、沖縄側としては沖縄県漁業協同組合連合会会

長が八重山漁業協同組合の組合長も兼ねております

が、そこがカウンターパートとなって、意見交換を

続けているところでございます。幸い、石垣市と蘇

澳は姉妹都市を結んでございますので、その交流の

中でも漁業関係の議論はやられていると聞いており

ます。

これはやはりお互いの有数な漁場○山川典二委員

ですよね。ですから、なかなか簡単には引かないと

思いますよ。宝の海ですから。ですからやはり、政

府間との交渉―政府というか、台湾と日本政府との

交渉もありますが、やはり県として、もう少し積極

的にリーダーシップを発揮して、この辺の作業も行

。 、う必要があると思うのですよね 沖縄の海ですから

これは。その辺の見解はどうなのですか。あくまで

政府任せですか。どうなのでしょうか。情報交換は

なさるのだろうけれども、それ以上は進まないよう

な感じがするのですけれども 一向に いかがでしょ、 。

うか。

今年も早目に、９月には専門○新里勝也水産課長

家会議をということで位置づけしていますが、その

会議の中には漁業者代表、委員も入れてもらってお

りますし、県もその中に加わって、沖縄の漁業者の

主張を一緒に声を出していくということは対応して

ございます。さらに、県内漁業者協議会の中にも、

常に水産庁、外務省の職員も参加してもらって議論

を進めて 今の沖縄の漁業者の現状を認識してもらっ、

た上で、一体となって台湾と交渉していこうという

ことで取り組んでいるところでございます。

基本的な操業もありますが、違法○山川典二委員

操業というのは現実にはないですか。

昨年度は、拿捕の案件はござ○新里勝也水産課長

いません。取り決めが始まった３年ぐらいは、毎年

数件、違反した台湾船を拿捕したという事例はござ

いましたけれども、去年はそういうのはなくて、今

のところトラブルはないと考えております。

ただ、それは県内のはえ縄漁船が操業自粛してい

るというところがあるものですから、トラブルがな

いからといって、うまくいっていることではないと

いうことも台湾側には強く主張しているところでご

ざいます。

私の調査によりますと、やはり違○山川典二委員

法操業があるのですが、ただ、監視体制が完全に手

薄でチェックできないという情報もあります。漁業

取締船のはやてというのは、どこの所管で、稼働日

数というか、どういうことをやっていますか。

台湾を含めた外国漁船取り締○新里勝也水産課長

まりについて、水産庁も特に４月から７月について

は全国から船を集めてきて、10隻程度そろえて対応

していると聞いておりますが、特に八重山の漁業者

からもまだまだ全然足りないという評価もございま

して、それで基金を使って漁船も調査監視事業を今

やっているところでございます。その辺の情報は、

全て国にも提供してきちんと取り締まりをしてくれ

ということでお願いしているところでございます。

、 。漁業取締船はやては 水産課で所管しております

はやての役割としましては、メーンとしてやはり沿

岸、外国漁船の取り締まりというのはなかなか難し

いところがございます。制度上難しいですので、沿

岸周辺の取り締まり業務を行っておりますが、特に

マグロの時期の３月から７月ぐらいには、この適用

水域、先島、久米島も回って、外国漁船の操業実態

を把握するようにしておりまして、それで得られた

情報はまた国と共有して外国漁船の取り締まりに当

たっているところでございます。
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視点を変えますけれども、海底サ○山川典二委員

ンゴ、アカサンゴ、2014年でしたか、小笠原海域に

中国の採取船といいますか、密漁船ですよね。たし

か９月から10月ぐらいに、最初は十数隻だったもの

、 。が40隻になって 10月の下旬には400隻ぐらいですか

たしか小笠原海域でサンゴをいっぱいとって帰りま

した。実は海上保安庁の巡視船も数隻しかないので

すよ。取り締まりが全然できない。拿捕をしようと

思っても400隻余りの中国の漁船がそこで操業してい

る。ところが、排他的経済水域なのですけれども、

。巡視船が近づいてくると操業をやめるわけですよね

巡視船が遠ざかっていくと操業を始めるという、そ

、ういうイタチごっこみたいなところがあるのですが

そのときの教訓としては、巡視船あるいは水産庁の

取締船なんかもあるのですが、一切何もできなかっ

たというのがあったのですね。

やはり私はこの宝の海であります沖縄の海、特に

八重山の三角水域はマグロであるのですけれども、

一方で海底サンゴの宝庫でもあります。世界五大サ

ンゴのとれたところは実は沖縄の海なのですね。五

大サンゴというのは、大きさが立派なものが出たと

か、あるいは世界最高の取り引き、今でも破られて

いないのですが、人間大ぐらいのアカサンゴが約

100億円であるとか、貴重種が出ているとか、そうい

う意味では、彼らから見ますと非常に垂涎の的の海

なのです。実はサンゴの密漁船も台湾から時々入っ

てくるという情報もあるのですが、それについては

承知していませんか。

中国船の動向につきましては○新里勝也水産課長

逐一国からも情報提供いただいたり、あるいは本県

漁船からも情報をいただいておりますが 直近 おっ、 、

しゃるこの深海サンゴの漁場、沖縄本島と宮古島の

間の宝山曽根というところがありますけれども、そ

こでの中国船の操業は現時点では確認されていない

と聞いております。これは中国政府自体も違法操業

しているサンゴ船の取り締まりを徹底していると聞

いております。そういう効果が出てきているのかな

というところは聞いております。

ただし、台湾漁船の話は、そういう話は聞こえる

のですけれども、事実関係として確認されたような

情報は持ち合わせておりません。

御存じのように高知県の組合があ○山川典二委員

りますよね。長崎県とか高知県とかを中心としてい

るのですが、ほとんど枯れ枝サンゴと言いまして、

底びきでやるのですけれども、それもなかなかとれ

ない。もう沖縄にしかないのですよ。わが国の中で

アカサンゴの豊富な埋蔵量といいますか、量が。い

ずれにせよ、そういう意味では、今後これは火種に

なる、ほかのレアメタルとか海底資源も含めてそう

いう海なのですよ。したがって今、アカサンゴ、例

えば海底のチアカサンゴと言うのですけれども、こ

れがグラム当たり幾らぐらいするか御存じですか、

平均で。

アカサンゴの価格については○新里勝也水産課長

承知しておりません。

平均価格でグラム当たり大体○山川典二委員

1000円です。シロサンゴがその３分の１ぐらい。そ

れでも買う人がいっぱいいるわけですよね。そうい

う意味では ダイヤモンド以上の今 市場価格になっ、 、

ているのが、このアカサンゴの、海底サンゴの実態

でございます。そういうサンゴをやはり中国で言え

ば福建省、それから浙江省の皆さんがもう８割ぐら

いです。中国国内では当然禁止されていますので、

出ていくしかないわけですよね。しかし、とってく

れば一獲千金ですから、売れる。台湾も御存じのよ

うに、台湾の101タワーの上にサンゴの簡単な博物館

がありますが、あれは８割以上は沖縄の海でとれた

ものなのですよ。確認しました。台湾沿岸ではそん

なにとれない。やはり与那国島なんか、おっしゃる

ように宮古島の海域にかけてのものです。今後この

豊富な海の資源、もちろん水産資源もそうですし、

海底資源もそうなのですが、特にこのサンゴはやは

りこれは中華人だけではなくて、ヨーロッパのイタ

、リアあたりでも海底サンゴをとる慣習がありまして

子供が生まれるとお守りにアカサンゴの丸い玉を上

げる習慣があるのですよ。それぐらいローマ帝国時

代から海底サンゴ、このアカサンゴというのは非常

に珍重されてきましたので―今やこういう時代にな

りまして、実は世界中を探しても沖縄の海が世界最

大の宝庫なのですよ。そういう意味で、この資源を

しっかりと守るといいますか、国益、県益をやるた

めにもやはり皆さんのところでも鋭意いろんな情報

収集をして、対策をたてていただきたい。そういう

要望をします。

部長、ちょっと一言お願いします。

漁民というか、漁業の安○島尻勝広農林水産部長

全性は最優先すべきだと思いますし、また、国と地

域との交渉ですので、この辺については関係機関と

常時情報収集しながら、適切に対応していきたいと

思っています。

島袋大委員。○瑞慶覧功委員長

今年度も終わりますけれども、退職○島袋大委員
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なされる方、あるいはまた異動される方いますけれ

ども、いろんな面でまた頑張っていきましょう。余

りきょうはガーガーピーピーしたくないですから、

しっかりとやっていきたいと思っています。

岩礁破砕についてでありますけれども、部長、今

全体で囲いをつくっているわけですよね、那覇空港

第２滑走路。これに関して、県の認識は、この囲わ

れた中身に関しての漁業権はどうなっていますか。

我々の運用としましては、海○新里勝也水産課長

が護岸等で囲われて、海水の交流がなくなった時点

で漁業権はないというような解釈で運用していると

ころでございます。

今の状況は、もうほぼ埋め立ててい○島袋大委員

るところもあるけれども、この一体はもう漁業権は

ないということで理解していいですか。

はい、そのように考えており○新里勝也水産課長

ます。

沖縄総合事務局や水産庁は 「漁業権○島袋大委員 、

の申請を出さないと埋め立てはできませんよ 」と。

言っているのだけれども、どうですか。

休憩いたします。〇瑞慶覧功委員長

（休憩中に、島袋委員から国と県の漁業権の

解釈の相違についての質疑であると補足説

明があった ）。

再開いたします。〇瑞慶覧功委員長

新里勝也水産課長。

我々が運用しております岩礁○新里勝也水産課長

破砕許可の制度につきましては、漁業権内の漁場に

おいて海底地形の改変等を行う場合は、知事の許可

が必要ですということをうたってございますので、

今の我々の認識としては、囲われたところについて

は漁業権はないので、その中は工事が行えると考え

ているところでございます。

先ほど言ったけれども水産庁は漁業○島袋大委員

権があると。だから岩礁破砕はできないし、だから

許可がほしいということで、今、申請が出ているの

じゃないのですか。

沖縄総合事務局からは１月○新里勝也水産課長

12日に新たな岩礁破砕許可申請が上がってきている

ところでございます。その申請書の中では、この空

港滑走路に必要な全ての面積について、申請に含ま

れて提出されているところでございます。

逆に辺野古に関しては、漁業権は破○島袋大委員

棄したわけですよね。岩礁破砕はできるし、国は県

に申請はしなくていいということで工事を進めてい

るわけですよ、現状はね。県はこの漁業権の免許も

ろもろ含めて、誰がこれを与えて、誰がどう判断す

るのですか。

名護の当該箇所の漁業権は、○新里勝也水産課長

県知事が名護漁業協同組合―名護漁協に対して、共

。同第５号という免許をしているところでございます

じゃあ、これは漁業権含めて、知事○島袋大委員

が免許を与えるということですよね、今の話では。

そう理解していいですか。

はい、そのとおりでございま○新里勝也水産課長

す。

この免許を破棄できるのも知事が権○島袋大委員

限を持っているということですか。

報道等でもいろいろ取り上げ○新里勝也水産課長

られていますけれども、名護漁協がこの総会で意思

決定をしたものは、この共同漁業権―エリアが広く

ありますけれども、その中で今回予定されている埋

め立ての部分と臨時制限区域の部分について、漁業

権放棄の同意をしたと聞いております。この放棄と

いう言葉の定義ですけれども、全体の共同第５号全

てを放棄する場合は、知事の免許は要らない。

ただし、一部について放棄するということについ

ては、漁業権の変更という解釈になるということが

地方自治法に基づく水産庁の助言―長官から全国の

知事に出されておりますけれども、あと政府見解と

しまして、そういう変更の場合は漁業協同組合―漁

協の同意だけではなくて、知事が免許した上で漁業

権は変更すべきという考え方が示されておりますの

で、我々はそれをもとに運用しているところでござ

います。

じゃあ那覇空港に関して、今、漁業○島袋大委員

権はないと言っていますよね。そうであれば、手続

はちゃんととられていますか。漁業権はないという

のだから、手続上、もろもろ含めて、知事の有する

権限を含めて、その手続はされていますかという話

です。

最初に申し上げた護岸等で仕○新里勝也水産課長

切られて海水の交流がなくなった部分については―

この漁業権の免許の中に、この漁業権の区域がござ

います。岸から「い 「ろ 「は 「に」とポイン」、 」、 」、

トを打って、そのポイントと海岸線―最大高潮時海

、岸線というものが免許にうたわれていますけれども

この海岸線とポイントで囲まれた部分が漁業権が免

。許されているところという位置づけがされています

この海水と交流がなくなったところが、この海岸線

ということに物理的になりますので、この際は知事

が変更免許ではなくて、物理的に海岸線になってい
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るので、自動的にといいますか、漁業権はなくなっ

ているという解釈でございます。

これはあくまでも解釈で、今、水産○島袋大委員

庁ともろもろ話が食い違っているところがあるのだ

けれども、じゃあ今のところ那覇空港に関しては漁

業権はない。手続上そういった形で別になしで、そ

ういった形の解釈で、そういう状況だったらもう漁

業権は自然となくなっているのですよということを

言っているのですか、今。

今回、１月14日に申請書が提○新里勝也水産課長

出されておりますけれども、それまでは我々現場で

この護岸で囲われているかどうかということは確認

できておりませんので、申請が上がってきて、いろ

いろ追加資料を見た中で、既に６工区のうち５つの

工区については囲われているというのが把握できま

したので、その部分については、今の解釈で漁業権

は存在しないので土砂も入れて、工事を進められて

結構ですよということを何度も説明してきたところ

でございます。

この汚濁防止膜とかトンブロック含○島袋大委員

めて、いろんな面で調査して、資料を提出しろとい

う県の指導のもとで沖縄総合事務局は提出されてい

ると思っていますよ、調査結果ね。そこまでもう出

た。これだけ沖縄の経済界を揺るがす、観光業界も

しっかりとやっていかないとという中で オリンピッ、

クに間に合わせていこうということで、那覇空港を

開港していこうという中で、今どう見ても、逆算し

ていっても工事を本当に完了できるかという話なの

ですよ。一般質問でも出ていたように、約10年かか

るのを７年からもっと短くしてくれという話まで要

請して今進んでいる事業で、手続上、そういった形

で、いろいろにっちもさっちもいかなかったことも

あるかもしれないけれども、これだけ言われた資料

も全部、沖縄総合事務局も提出しているし、いろん

な面で早目に着工していきたいと国も動く中で、あ

。 、とは県がどう判断するかなのですよ ここまで来て

部長、ここまで来てまだ引っ張るのですか。もう予

算は組まれているのですよ。年度内で執行しないと

いけないものもたくさんある中で、県はいつ出すか

という話です。それはどう考えているのですか。

私の説明も舌足らずだったか○新里勝也水産課長

と思いますので、これまでの経緯も含めて少し長く

なるのですけれども説明させていただきたいと思い

ます。

那覇空港滑走路増設工事に係る新たな岩礁破砕等

許可申請につきましては、県は沖縄総合事務局の担

当者と事前調整をやはり事前にやっておく必要があ

るだろうということで、昨年12月１日に沖縄総合事

務局の担当者が県に来られております。その際に、

新たな許可申請に必要な資料等の説明を行っており

ます。そのときに説明した内容としては、申請に必

要な資料として漁業権者の同意書、総会議事録、関

係市町村の意見書は前回同様と。ただし、岩礁破砕

行為については事業の進捗状況を踏まえて、これま

での実績と今後の計画を区別して説明をお願いしま

すということで調整をさせていただきました。その

後、電話等の連絡で12月下旬か、遅くとも１月初め

に申請書の案を持って相談に来たいということで調

整を進めておったところです。

ところが、年末から年始にかけまして、そういう

事前調整は行われずに１月12日に新たな許可申請書

が もう公印を押して持ってこられました この持っ、 。

てこられた資料につきましては、工程表が時点修正

されているぐらいで、それ以外は、ほぼ３年前の申

。 、請書のコピーの状態でございました このため県は

その許可に関する取扱方針の中で位置づけている申

請書の形式要件について補正を求める、あと審査に

必要な資料が少し不足していたので、特に漁場汚濁

防止対策の内容がわかる資料、そして岩礁破砕行為

に関する位置図、その内容に関する図面、そして岩

礁破砕行為の概要説明書、あと岩礁破砕行為の面積

及び容積等について、１月25日に１回目に補正を求

めさせてもらいました。

すぐ、27日には沖縄総合事務局から調整の依頼が

あったので、それも対応して、補正を求めている内

容についても説明を行ったところです。それを踏ま

えて、２月８日に補正の回答を受けました。そして

我々も中身を確認しましたところ、少しまだ不十分

な点があったものですから、２月17日に２回目の補

正要求を行って、２月27日に回答書が届きました。

、 、そしてさらに３月６日 今週に入ってですけれども

追加資料の提出を受けたところで、今に至っている

ところでございます。

今、課長が説明したよう○島尻勝広農林水産部長

に、補正等含めて、沖縄総合事務局との公文書のや

りとりの中で、さっき説明したとおりやってきまし

た。

その結果、県としましては、３月６日の追加資料

提出をもって資料が整ったという判断をして、審査

の結果、本日９日付で許可したところであります。

きょうで許可を出すということです○島袋大委員

よね。出したのですか。
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きょう付で許可を出した○島尻勝広農林水産部長

ところであります。

これいろんな面で、事業の流れで、○島袋大委員

やり直しとか、いろいろ資料不備もあったかもしれ

ないけれども、やはり皆さん方の部署の権限を含め

てですけれども、やはりこのオリンピック時の開港

、 、を目指して我々は今 頑張っていこうと県民挙げて

県内の各経済界も含めて、頑張っていこうとスター

トしている事業ですから、ぜひともとめることなく

やっていくべきだと思って確認をしたわけでありま

す。ひとつまたいろんな面で御協力等、また、頑張

りをしていただきたいなと思っております。

次であります。もう４年前から僕はずっと一般質

問を続けていますけれども、この本土、海外からの

海産物の問い合わせがあったときに、ほかの都道府

県及び海外の購入企業は、どこに連絡をすればいい

のかがわからない現状だったのですよね。どこの漁

港で、どんな魚が揚がっているのか、どこに問い合

わせていいのかわからないというのを沖縄県漁業協

同組合連合会―県漁連を中心に情報が一括できるよ

うなクラウド化をやったほうがいいということで、

４年ぐらい前からずっと言ってきたと思っておりま

す。この水産情報を含めて、オンライン化の販路拡

大を含めて、この販売力の強化とか、いろんなこの

ハブ空港を使っての販路拡大ができると思いますけ

れども、それからどうなっていますか、このＩＴ、

クラウド化は。

島袋委員に以前からそういう○新里勝也水産課長

アドバイスをいただいていたところで、我々も雇用

の予算を少し活用しまして、そういう市場の情報発

信システムの開発をやっていたところです。

結果として、沖縄県漁連については、どの船から

いつ水揚げがどのくらいあって、競りが行われて、

競りの状況がホームページ等で公開されて、当日で

見れるような状態になっています。

もう一つモデル地域としまして、本島北部の流通

の拠点となっている名護漁協においても、その取り

組みを進めまして、実際競りをやりながらタブレッ

トで入力して、それが瞬時にデータベースに入って

発信できるようなシステムを今、試験運用ですがや

り始めております。

地域、地域でそういうのをやっていって、最終的

に漁連で全部まとめて、そういう情報発信できるよ

うにできないかということで、今、漁業団体と協議

しながら進めているところでございます。

非常に初歩のスタートとしてやって○島袋大委員

いるということで 今 課長の答弁で僕はいいスター、 、

トを切ったなとはわかるのだけれども、もう沖縄振

、 。興予算を含めて５年の折り返し あと５年しかない

一括交付金を含めて、担保も含めて、あと５年と考

えれば早急にこの一括交付金を活用して、県漁連が

柱で、いろんなオンライン系ができるように―今ナ

マコとかもろもろ養殖業も含めて、全部いろんなバ

、 、イヤーから 各都道府県からチェックできるような

１分１秒でも早く購入して送ったほうがいいのだか

ら。その柱というのは、この５年間しかもうないの

だから。それを逆算していけば、早目にこういった

のを構築しないといけないだろうという思いがあっ

て、僕はずっと言い続けているのだけれども。若干

スタートしましたよと、これから最終的に県漁連で

まとめていきますよと言うのだけれども、時間と日

、数を考えれば早目にやるべきだと思うのだけれども

部長、どうですか。

いろいろと水産業は厳し○島尻勝広農林水産部長

い条件が多々あるのですけれども、今、振興してい

くために、そういう状況については前向きに取り組

んでいきたいと思っておりますので、よろしくお願

いします。

あと、平成27年３月の沖縄県農林水○島袋大委員

産部発行の沖縄の農林水産業という資料によると、

漁業就業者は3731名となっているのだけれども、平

成15年のときは4283名、さらにさかのぼって平成元

年あたりでは5822名であって、年々漁業就業者は減

少し衰退してきていると思うのだけれども、県とし

て漁業就業者をふやすためにどのような取り組みを

していますか。

この沖縄の農林水産業でもこ○新里勝也水産課長

の数十年間の推移を見てみますと、一貫して減少傾

向にございます。これは全国的にも同じ傾向でござ

いますが 担い手の確保という意味では 我々にとっ、 、

ても非常に大きな課題になっているのかなという認

識を持っております。

それで、何とか新規就業者を確保する必要がある

ということで、今一括交付金を活用しまして、平成

27年度から未来のマリンパワー確保・育成一貫支援

事業という事業を実施して、水産教室、体験漁業、

中学生、高校生も対象にしながら水産業に対する理

解を得るような取り組み。さらに、就業してもなか

なか最初は技術的な問題もあって、定着率がなかな

か低いところもございますので、就業した直後を何

とか支援して定着率を高めようということで、新規

就業者―３年未満の漁業者に対して、漁業経費の一
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部を支援するという事業を取り組んでおりまして、

平成27年度から２カ年間で、14漁協58名の新規漁業

就業者に漁具等の一部経費を支援して、何とか定着

してほしいということで取り組んでいるところでご

ざいます。

年々、年齢もそうだけれども、若い○島袋大委員

人がしっかりできるような体制でひとつ努力してい

ただきたいなと思っています。

近年、水産庁が全国の水産業の活性化のために奨

励している浜の活力再生プラン―浜プラン、さらに

浜の活力再生広域プラン―広域浜プランなどの施策

がありますけれども、沖縄県及び沖縄県の各漁協や

漁連においてはどのように進めているのですか。ま

た、水産課は各漁港、漁協や県漁連に対してどのよ

うな指導をやっておりますか。

２つございまして、浜の活力○新里勝也水産課長

再生プランというのは、各漁村の地域ごとに漁業所

得の向上を通じて、活性化を目指して、漁業者が主

体となって５年間、具体的に取り組みを実行するた

。めの総合計画を今策定しているところでございます

これの構成メンバーとしては、市町村、漁協、漁

業団体で構成して、地域水産業再生委員会という組

織をつくって取り組んでいるところでございます。

本県では国頭漁協、知念漁協、糸満漁協、宮古島漁

協、伊良部漁協の５漁協が各市町村と連携して既に

プランを、水産庁の承認をいただいているところで

ございます 平成28年度はこれをさらに広げて 19地。 、

区で今再生委員会を立ち上げて、策定に向けて取り

組んでいるところでございます。県としましては、

国とのやりとりを県を経由してやりますので、国の

指導もいただきながら、速やかにこの委員会につな

げて、早目にプランを策定するように支援している

ところでございます。

もう一つ広域浜プランというのは、単独のそれぞ

れのプランがさらに連携して、広域的な地域を束ね

て生産の効率化、販売力の強化、あるいは地域漁業

の維持発展のための担い手の育成メニューも用意さ

れておりますので、その中で浜の活力再生広域プラ

ンを作成し、取り組んでいるところでございます。

、 、 、そのメリットとして 市場 水産関連施設の集約化

あるいは漁船の更新、改修を進めるメニューが用意

されていますので それをうまく活用することによっ、

て、競争力の強化等が図られるということにしてお

ります。現時点では２カ所やっていまして、沖縄南

部先島広域委員会と、あと沖縄本島の南部東海岸広

域委員会の２つが今取り組んでいるところでござい

まして、県も一緒に参画して、国と議論しながら策

定の支援を進めているところでございます。

まさしく南部地域であれば知念漁港○島袋大委員

とか、若手が非常に頑張っていろんな意味で活性化

していますよ。伊良部漁港であれば、なまりぶし、

。 、カツオを含めていろんな面で頑張っている だから

これだけ沖縄県は漁港が整備されている中で、就業

者も含めて、漁獲高も減っている中で、いろんな発

想のもとで今頑張っているのですよ。自分たちでで

きるのはそういったプランをつくってやっていこう

と。成功しているところもあれば、衰退と言ったら

失礼だけれども、横ばいのところもあるわけですよ

ね。今言うこの頑張っている漁連の皆さん、漁民の

皆さん方がいかに表の場に来て―同じ組合員が、近

くの広域の組合員かもしれないけれども、ここを底

上げていて、この人たちの頑張りをもっとアピール

できるような体制がとれれば就業者もふえていくは

ずだし、やはり若い人たちが 「俺たちでもできるの、

だ」と 「やっていこう」という体制がとれると思う、

のですよ。その辺で県はどういった形での音頭のと

り方ができるのかなと思っているのですけれども、

どうですか。

おっしゃるように、今、知念○新里勝也水産課長

漁協とか広域浜プランをつくっています与那原漁協

とか、ソデイカ漁業が非常に伸びてきておりまして

―ソデイカ漁業というのは比較的投資が必要ない、

中古の漁船を買ってきて、漁網、餌代も要りません

ので、投資額が少ない。技術的にもある程度入りや

すい漁業種類ということで、若い人の着業がふえて

いるところでございます。全体的な減少傾向でござ

いますけれども、減少幅は少し緩やかになってきて

いるのかなと。それはソデイカであり、あとモズク

養殖 ウミブドウ養殖 こういうもので若い人が入っ、 、

てきておりますので、この若い方々の年齢が上がっ

ていくにしたがいまして、漁業就業者も回復してく

。るのかなというシミュレーションを持っております

したがいまして、そういう沿岸漁業を中心に、県と

、 、して支援することによって 国の制度も使いながら

浜を元気にしていくような取り組みにしていこうと

いうことで、漁業団体と今議論しているところでご

ざいます。

最後に、この海の環境の悪化が進ん○島袋大委員

でいる中で、県内の近海ではサンゴの白色化や漁獲

高が減少しているということだと思うけれども、安

定したこの水産資源の確保のために、この養殖業―

海面養殖や完全陸上養殖などを進める必要があると
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思うけれども、現状の養殖業、海藻類以外の養殖業

はどのようなものがありますか。

海面養殖業の生産量でござい○新里勝也水産課長

ますけれども、平成26年で２万1165トン、生産額で

81億7700万円となっておりまして、生産量、生産額

ともに増加傾向にございます。

その中でヤイトハタ養殖について、県も戦略品目

、に位置づけて取り組んでいるところでございますが

伊平屋村など８市町村において31経営体が取り組ん

。 、でおります 平成27年生産量でいいますと約56トン

生産額は7900万円と、モズク等に比べると小さいで

はあるのですけれども、これをさらに陸上でも何と

かできないかということで 今県としまして平成23年、

度から、一括交付金も活用しまして、本部町に県の

栽培漁業センターがございますが、そこで低コスト

型循環式種苗生産・陸上養殖技術開発事業というも

のに取り組んでおります。この中身としましては、

酸素発生室を整備して、ヤイトハタの効率的な陸上

養殖技術をさらに確立していこうということで、取

り組んでおります。さらにその成果を踏まえて、今

年度から民間の企業と共同研究という形をとらせて

いただいて、アカジン―スジアラというものですけ

れども、これの閉鎖循環型陸上養殖試験を今実施し

ているところでございます。

魚類として、中華料理でも人気のあるハタ類につ

いては非常に今後有望だと考えておりますので、そ

のハタ類の養殖の生産性、採算性を向上するための

技術開発について取り組んで、漁業経営の安定に向

けて、最終的に養殖業の振興ということで今取り組

んでいるところでございます。

ヤイトハタやアカジンミーバイの養○島袋大委員

殖に成功しているというのは現地も見ましたし、報

道等でも確認しているのだけれども、生産性や採算

性など沖縄の水産業の起爆剤として、これからの可

能性が非常に出ていると思うのだけれども、それに

対して県はどのようにそういった養殖業の試算、大

体このスキルでこれぐらいという、そういうことは

やっていますか。

ヤイトハタにつきましては、○新里勝也水産課長

海面で養殖できるものですから、漁家レベルで今経

営している実情がございます。それについては、コ

ストも抑えながら何とかやっていける。ただ、台風

の影響も出る場合もございますので、安定して養殖

できる陸上養殖が今注目されておりまして、ただ陸

上については初期投資が相当かかりますので、さら

に生産コストを抑える必要があるということで、今

県の中で低コストの養殖技術開発ということで取り

組んでいるところでございます。

まさしくもう海のないところでも養○島袋大委員

殖できるような技術力が出ているのだから、そこで

今過疎地域化した小中学校の統廃合の中で、学校が

あいているところも養殖業ができるわけです。やろ

うと思ったらね。その中で県は、この養殖業に向け

た人材育成はどのように考えていますか。

県組織の水産海洋技術セン○新里勝也水産課長

ターにおいて、普及指導員という職員がいます。こ

の指導員が中心となって、養殖業者を集めて勉強会

を開いたり、あるいは流通面での情報の共有も含め

て、そういう勉強会を開催しながら取り組んでいま

。 、す あるいは病気も発生することもございますので

その辺についても漁病の担当もおりますので、その

中で漁業者とじかに対応しながら、漁業被害の軽減

と 最終的には養殖経営がきちんとできるようなバッ、

クアップ体制を普及指導員中心に、当然漁協とも連

携して取り組んでいるところでございます。

まさしくこの人材育成で、県内の大○島袋大委員

学や高校の教育機関に養殖科を設置させて、水産高

校もあるのだから。養殖科というのをつくって、本

当にこれから沖縄の産業の起爆剤となる養殖業をど

う扱っていくかというのを―やはり教育機関の中で

養殖科を置くべきだと思うのだけれども、この辺は

農林水産部として、担当の教育行政の教育庁を含め

て議論して、やはり高校もあるのだから。その人材

をつくるために養殖科というのは必要だと思います

けれども、どうですか。元気が出るような、未来が

見えるような発言をお願いしますよ。

水産関係の教育機関として琉○新里勝也水産課長

球大学、県立沖縄水産高校、あとは県立宮古総合実

業高校がございますが、特に県立沖縄水産高校では

シラヒゲウニとか貝類とか、そういう試験養殖に積

極的に取り組んでいるところでございます。県も先

ほどのマリンパワー事業で、体験漁業を一緒にやっ

たり、その中で教育機関と漁協と我々の普及指導員

も一緒に取り組んで、何とか高校生も漁業に入って

きてもらえるようにということで、取り組んでいる

ところでございます。ただ、この養殖科の設置につ

いて、委員おっしゃるように教育機関のところでも

ございますので、部としても連携は常々とらせても

らっているところでございます。

まさしく今、課長が言ったように、○島袋大委員

僕が教育委員会をまとめてから、やるという形で言

わせますから、そうしたらしっかり考えてください
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ね。頑張ってください。

新里米吉委員から質疑時間の○瑞慶覧功委員長

５分を大城一馬委員に譲渡したいとの申し出があり

ましたので、御報告いたします。

なお、質疑の持ち時間を譲渡した委員は、譲渡を

、受けた委員の質疑中は在席する必要がありますので

御承知おき願います。

それでは、質疑を行います。

大城一馬委員。

改めてお聞きしたいと思います。○大城一馬委員

平成29年度一般会計予算、歳入で前年度と比較し

まして5.8％の減。全体で4.7％、対前年度比28億

8524万9000円の減なのですね。この減の主な理由は

どういったものでしょうか。まず、その件から答弁

お願いしたいと思います。

農林水産部の平成○石垣永浩農林水産総務課長

29年度一般会計予算額582億7980万7000円は、平成

28年度の611億 6505万 6000円に比べて28億 8524万

9000円の減、率にして4.7％の減となっております。

減の主な要因は、農林水産基盤整備等に係る沖縄

振興公共投資交付金、いわゆるハード交付金事業予

算、約24億円の減によるものです。

また、沖縄振興一括交付金については沖縄振興特

別推進交付金、いわゆるソフト交付金が約110億

6000万円、ハード交付金が約105億1000万円、計約

215億7000万円が農林水産部に配分されているという

ような状況でございます。

。○大城一馬委員 主に基盤整備事業の減なのですね

その辺をもう少し具体的にわかりやすく説明しても

らえれば。

平成29年度の農業○本原康太郎農地農村整備課長

農村整備事業費、整備というものの範疇なのですけ

れども、対前年度比で金額にして23億9232万円、率

にして大体10.3ポイントの減で208億3681億円となっ

ています。主な要因は、やはり国庫の減に伴っての

県予算の減という形になっています。

この農林水産事業なのですが、ア○大城一馬委員

ジア経済戦略構想でも４つの産業成長戦略の中で、

まず真っ先にこの農林水産業が位置づけされている

わけですね。そういう中で、いろんな戦略があろう

と思いますけれども、また、いろんな事業の変化も

あろうかと思いますけれども、アジア経済戦略構想

がいよいよスタートして、さあこれから沖縄がアジ

アの中心的な役割を担うという中で、やはり特に農

林水産業というのがしっかりと位置づけされている

中での予算の減というのは、ちょっとこの戦略構想

についていっていないという気がしてなりませんけ

れども、その辺のところどうですか。

先ほど申し上げまし○石垣永浩農林水産総務課長

たように、今回、昨年度より減になっている大きな

要因というのがハード交付金の減ということで、こ

のハード交付金、昨年度来、執行率の低下というこ

とでやられておりまして、その影響で全体的にハー

ド交付金が減少していると。この執行率の向上に取

り組むとともに、今おっしゃられるようなそういっ

た海外戦略等含めた事業も、ソフト交付金等を活用

して展開することとしております。

具体的に入っていきたいと思いま○大城一馬委員

す。重複するところもありますけれども、せっかく

15分という時間もあるし、質疑の聴取もやられてい

ますので、順次質疑をしたいと思います。

平成29年度当初予算（案）説明資料から114番のお

きなわ型農産物ブランディング推進事業。この点に

つきましては、私ども社民・社大・結連合の代表質

問の中でも亀濱玲子議員が取り上げて、その説明は

ありましたので理解はしますが、この中で特に先ほ

どもシークヮーサーの話がありましたね。このシー

クヮーサーの製品を中心的に位置づけていこうとい

うような説明がなされて、先ほどの答弁もそうでご

ざいました。いわゆる国外も含めて、国内も含めて

持っていこうということの話がありました。

このシークヮーサー、やはり沖縄でも結構お互い

が、庶民の中でそれぞれ使用され、あるいはまた、

販路も生産も結構あるというような話もありました

けれども、きのうのマスコミでさらにまたこのシー

クヮーサーも製品が非常に注目されているというよ

うな記事が載っておりました。これは７日におきな

わ農業成長産業化推進事業検討会議で北海道科学技

術総合振興センターの佐藤謙一さんという人がシー

クヮーサーの効能、特に沖縄県民は非常に肝臓が弱

いのではないかということがあって、肝臓に相当な

効果が期待されているという記事がございました。

そういったシークヮーサーが今後健康食品として

非常に重要になってくるということで、そのことが

、これまでのシークヮーサーの生産量3479トンですか

そして額にして３億円程度でありますけれども、や

はりこのシークヮーサーの今後の栽培あるいはまた

、 、開発を含めて 県としてどのような施策があるのか

お願いしたいと思います。

おきなわ型農産物ブ○幸地稔流通・加工推進課長

ランディング推進事業の中で、シークヮーサーの機

能性食品表示の取得に向けてやっているところであ
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ります。

シークヮーサーの機能性食品表示の取得と申しま

すのは、新聞にありましたようにシークヮーサーに

は血圧、血糖の上昇抑制とか、抗肥満等の機能性が

あるということが細胞レベルで実証されたわけです

が、来年度はさらに進めてヒト介入試験をやって、

人に対してもそういった効果があるかということの

実証実験を行いたいと考えております。

非常に期待されている産業ですか○大城一馬委員

ら、やはりしっかりとした数値目標を持ってやるべ

きではないかなと思っているのですよ。例えば次年

度は、今の3479トンからどの程度まで伸ばしていく

、 、のか そしてどの程度まで販売額を上げていくのか

そういったことも含めるとやはり沖縄県全体の農業

振興にも結構な波及効果が出てくるのではないかな

と思っています。そういったのがいわゆるスケール

として、いろんな計画があるのかどうか、持ってい

るのかどうか。

今、委員がおっしゃるよ○島尻勝広農林水産部長

うに、シークヮーサーについては沖縄のかんきつ類

の中では伝統的にヤンバルを中心に栽培されており

ます。ただ、ちょうどマスコミの中でブームになっ

たり、需給バランスが裏年、表年ということで非常

に扱いにくい状況があります。

一方では高付加価値ということで、加工用と青果

用とかそういう面でも少し―果樹振興計画というの

が国の計画に基づいて県も作成しておりますけれど

も、それに基づいて我々としては生産目標を設定し

て、ＪＡとかあるいは加工業者、この辺を含めて、

市町村も含めてですけれども―さっき3400トンとい

うこともありましたけれども、3000トンを超えたり

すると加工がちょっとあふれたりして在庫を抱えた

りしているという現状もありますので、この辺は消

費拡大協議会の中でやりながら、付加価値をつけな

がら生産振興も―今3500トンになるか知りませんけ

れども この辺も含めて生産振興拡大についてはしっ、

かりやっていきたいと考えております。

次に、132番の県産水産物の海外市○大城一馬委員

場拡大事業というのがあります。

先ほどナマコの話もありました。確かに私もナマ

コが好きで、よく久高島からとってくるナマコは結

構な美味で、非常にこりこりして食感もいいと。ま

た、高級食材ということで、乱獲でもうほとんどと

れない。今や本土から持ってきて、沖縄から海外に

輸出すると。そういったことも起きているようで、

本場の、本来の沖縄産ナマコというのが年々減少し

ていることとなります。

先ほどアジア経済戦略構想の話もしましたけれど

も、アジアに向けて沖縄から輸出している魚介類、

これは沖縄地区税関が報告・発表しておりまして、

2016年度で対前年度比95.5％増、90.9トン、そして

金額で71.6％増の２億9398万円、飛躍的に今アジア

地域に、香港、シンガポール、台湾等に輸出されて

いるのですよ。

アジア向け魚介というのが46倍というような報道

もございまして、そういった沖縄の県産魚、貝類も

含めて、非常に有望であると認識しております。そ

の中で、今2686万9000円の新年度の予算が新規計上

されておりますけれども、この魚介類の海外展開、

これにつきまして、もう少し県の取り組み、また、

今後の取り組み等について説明をお願いしたいと

思っております。

先ほど、この事業の概要を大○新里勝也水産課長

まかに３つに分けてということで説明させていただ

きましたけれども、もう少し詳細に説明させていた

だきますと、まずナマコですけれども、輸出量増大

に向けた資源量の調査ということで、３カ年計画を

していますが、沖縄本島を中心に４地区で資源量調

査をし、２年目に離島も含めて広げていこうとして

います それである程度資源量を把握することによっ。

て、計画的に供給できるような体制をつくっていく

必要があるだろうということで、まずは基本的なナ

マコの基礎的な情報、特に資源量の把握まで進めて

いきたいと考えております。

２つ目の取り組みとして、マグロ等の鮮魚輸送技

術開発。本県のマグロは冷凍ではなくて、生のマグ

ロという特徴がございまして、近年、県外でもそう

ですけれども、特に中国でも生のマグロを食べるよ

うになってきております。ただ、生ですのでどうし

ても鮮度をきちんとやっていかないと、安全性の懸

。 、念もございます そういう意味で梱包のやり方とか

あるいはストックヤードを活用した集出荷実証試験

を行って、円滑に海外にまで供給していけるような

輸送体制を確立したいと考えています。

もう一つ、そういう取り組みを進める中でも、先

ほどもありましたが、国ごとにそれぞれどの魚を好

むとかいうのもございますので １年目はシンガポー、

ル、中国を中心に動向調査。２年目に香港、タイを

中心に、３年目は台湾、ベトナムと。国をどんどん

広げていって、これをとりまとめた上で、海外市場

向けの、それぞれの品目ごとのマーケティング戦略

をまずつくって、その戦略に基づいてどんどんプロ
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モーションを打っていくというようなことを、この

３カ年間の事業の中で進めていきたいと考えており

ます。

ぜひしっかりとした取り組みをお○大城一馬委員

願いしたいと思っております。やはり、こういう鮮

度の問題になってくるわけですよね。このマグロに

しろ いろんなそういう魚介類にしろ そこで ９月、 。 、

定例会の中で私どもの会派でも、当山勝利議員の代

表質問の中で提案されましたが、那覇空港第２滑走

路ができます。那覇空港の中で、農産物等の輸出拠

点化構想という位置づけで冷蔵、冷凍施設の設置が

必要ではないかというような提案がございました。

そのときの答弁は、県としては国に整備の必要性を

求めたいということになっていますけれども、その

経過について教えてください。

那覇空港の農産物等○幸地稔流通・加工推進課長

の輸出拠点化構想でありますが、これにつきまして

は、国で平成28年５月に農林水産業の輸出力強化戦

略の中で盛り込んでおります。この中では、那覇空

港において、暫定ＬＣＣ施設の移設による貨物エリ

ア拡大や駐機スポットの増設、また国際物流ハブ化

に向けた検討を推進すると位置づけております。県

においては、引き続き同構想の進捗について情報収

集に努めたいと考えております。

実は、９月に党として八重山地域○大城一馬委員

に視察に行きました。そのときに八重山地域の漁民

の皆さん方約20名ぐらい、そして漁協の皆さん方、

あるいはまた石垣市役所の担当部長等々と意見交換

をしたのです。その中で、非常にいいマグロがとれ

るのだが、やはり鮮度の問題でなかなか沖縄のマグ

、ロが高価で出荷できないというようなことがあって

ぜひ那覇空港にそういった施設があればもっともっ

と本土との、他県との対抗も十分にできると。むし

ろ上回るというような提言がございまして こういっ、

た提言をさせてもらっているのですよ。ですから、

これは今から国との調整も必要となりますので、ぜ

ひ早期にこの施設を整備していただきたいと思って

おります。

日台漁業取り決めの話が出ました。残念ながらせ

んだっての協議会の中では不発に終わっています。

ところがやはり、八重山地域の皆さん方からもこの

日台漁業取り決めの見直しというのは強く求められ

ていて、その中で基金の話があります。沖縄漁業基

金ですか。100億円、つくられていますよね。この基

金の使い勝手が非常に漁民にとっては悪いという話

があって、一体どういうような範囲で、どういう基

準でこの基金が拠出されているかということで、こ

の件を通じて相当の不満を持っていたのですけれど

も、こういうのはちゃんと県に届いているのでしょ

う。どうですか。

、○新里勝也水産課長 沖縄漁業基金につきましては

日台漁業取り決めの影響で、漁業経営に非常に厳し

い状況が出ているということを緩和するための対応

策として、国によりまして、100億円を県内の法人で

あります公益財団法人沖縄県漁業振興基金に拠出し

て運用しているところでございます。

このメニューなのですけれども、なかなかやはり

国の細かい要綱、要領に縛られているところがござ

いますして、今の本県の漁業者の実態になかなか柔

軟に対応できないというところがございます。

具体的に言いますと、日台漁業取り決めの影響で

、はえ縄から一本釣りに漁業をかえたいのだけれども

何とかならないかというところも細かい運用の中で

今認められておりません。そういうものをどうする

。 、かというのが課題になっております 県としまして

この基金の中に事業検討委員会というのを設けてご

ざいます。これは漁業者代表も入って、私も入れさ

せてもらっていますけれど、その中でメニューの見

直しについて、国の職員にも入ってもらって議論し

ているところでございます。少しずつ、例えば、調

査日数の増加とか対象区域の拡大とか、そういうの

は改善してきておりますけれども、まだまだ改善が

必要ということで、去る２月にも副知事と漁業団体

も一緒に国にメニューの見直しについても要請して

いるところでございます。

休憩いたします。○瑞慶覧功委員長

午後０時３分休憩

午後１時19分再開

再開いたします。○瑞慶覧功委員長

午前に引き続き、質疑を行います。

新里米吉委員。

平成29年度歳出予算事項別積算内○新里米吉委員

訳書をもとに質疑します。

104ページに園芸作物ブランド産地育成事業があり

ますが、この事業については調べてみましたら、一

、 、昨年の予算額が4564万円で 平成28年度は8566万円

、平成29年度１億7718万円と大幅増になっていますが

事業の目的、それから予算の大幅増の理由を説明し

てください。

この園芸作物ブランド産○松尾安人園芸振興課長

地育成事業は、園芸ブランド機械整備事業と拠点産

地自走支援事業の２つで成り立っています。
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増額の主な理由としましては、園芸ブランド機械

整備事業において、マンゴーの加温機の着果安定及

び収穫期の平準化を目的とした加温機の要望がたく

さんありまして、それで事業量が増加したためであ

ります。平成29年度は県全体、全域を対象に７カ所

を予定しています。県としましては、高収益な園芸

、作物を振興するために今後とも市町村などと連携し

園芸作物のブランド産地を支援してまいります。

園芸ブランド機械整備事業にほと○新里米吉委員

、 。 、んど行っていますよね １億6000万円余り これは

そういう機械を県で導入して貸し付けをするのです

か。どういうことを考えていますか。

、○松尾安人園芸振興課長 事業の内容としましては

生産体制を強化するため機械整備を行うものであり

まして、整備する機械は労働時間の短縮とか、品質

とか鮮度保持のための機械ということで 補助率10分、

の８で、事業主体は農業協同組合、生産組合等に補

助をするものになっています。

248ページ、林業構造改善事業費。○新里米吉委員

これは平成27年度83万円、平成28年度78万円、平成

29年度３億1435万円とまさに大幅増ですが、これも

事業目的、大幅増の理由を説明してください。

林業構造改善事業は、木○金城克明森林管理課長

材産業の健全な発展と林業経営の安定化を図ること

を目的としまして、木材加工施設や特用林産物等の

施設整備を行う経費でございます。平成27年度、平

成28年度につきましては、新規事業の採択がなく、

事務費のみの予算でございました。

平成29年度予算の大幅増の理由としましては、新

規に２地区を事業化したものでございます。ともに

平成29年度単年度事業でございます。

新規の２地区を説明いたします。

１つ目は、沖縄林業構造確立施設の整備に関する

事業ですが、伊是名村からの要望を受けまして、伊

是名山森林公園で年々増加する利用者の利便性と安

全性を確保するため、取りつけ道路、待機所、駐車

場を一体的に整備する事業でございます。

２つ目は、木造公共施設整備事業ですが、下地島

空港の新たな利活用の一つとして、民間事業者であ

ります三菱地所株式会社の要望を受け、施設の一部

に木材を使用した旅客ターミナルを整備する事業で

ありまして、事業執行については国から直接交付さ

れる交付金で行うものでありまして、事務費等は含

まれておりません。金額ですが、伊是名村で行いま

す事業につきましては6269万5000円、下地島空港の

整備に係るものにつきましては２億5000万円となっ

ております。

林業構造改善事業という言葉を聞○新里米吉委員

いたら、特に本島北部のヤンバルの林業をある程度

成り立たせていくための事業かと思っていたのです

けれど、ちょっと内容は違うのですね。

次に、293ページ及び294ページ。漁業者の安全操

業の確保を支援する事業、これは7900万円からゼロ

に皆減であります。それから沖合操業の安全確保支

援事業、これはゼロから3521万円で皆増となってい

ますが、どうもこの２つの事業は関連がありそうな

ので説明をしてください。

県ではマグロはえ縄漁船及び○新里勝也水産課長

ソデイカ漁船等、沖合で操業する漁船の安全確保を

図るということで、一括交付金を活用し、漁業者の

安全操業の確保を支援する事業―293ページの事業で

ございますが、この事業で各漁船に高出力無線機の

設置を支援してきたところで、補助金を上げてやっ

てもらっております。

この事業は 平成24年度から平成28年度までの５カ、

年間の事業で、当初の要望数385台の計画に対して

381台の設置を今年度で完了する見込みでございま

す。ただ、この５カ年のうちで新たに免許を取った

とか着業したとか、要望者が出てきているものです

から、これを少し組みかえて294ページの事業でござ

います後継事業として、沖合操業の安全確保支援事

業として平成29年度は3521万4000円を計上していま

すけれども、３カ年事業として実施したいと考えて

おります。この事業によって、持続的な生産体制の

維持、水産業の振興を図れるよう努めてまいること

としております。

次に、国で改定した農林水産業・○新里米吉委員

地域の活力創造プランについて主な内容を説明して

ください。

農林水産業・地域の○石垣永浩農林水産総務課長

活力創造プランにつきましては、内閣に設置された

農林水産業・地域の活力創造本部において 平成25年、

12月に決定されており、平成28年11月に改訂が行わ

れております。

その内容につきましては、国内外の需要を取り込

むための輸出促進、地産地消、食育等の推進、６次

産業化等の推進、肉用牛・酪農の生産基盤の強化策

等によるさらなる農業の競争力強化のための改革等

となっており、我が国の農林水産業と地域の活力創

造に向けた政策改革のグランドデザインとしてとり

まとめられたプランとなっております。

今の説明のあった地域の活力創造○新里米吉委員
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プランとの関係で、輸出促進があったわけですが、

輸出促進について県はどのような取り組みをしてい

ますか。

県では海外における○幸地稔流通・加工推進課長

県産農林水産物の販路拡大や、現地での定番化を目

的として一括交付金を活用し、県産農林水産物輸出

力強化事業を実施しております。具体的には香港、

シンガポール、台湾等を対象に国際的な見本市への

出店や商談会の開催、現地量販店におけるプロモー

、 、ション 訪日観光客に対するテストマーケティング

梱包強化や輸送コストの低減に向けた実証実験、新

規市場調査などの取り組みを行っております。

平成29年度はこれらの取り組みに加え、香港にお

ける県産食肉の定番化に取り組むこととしておりま

す。

香港などを中心とした商談会も○新里米吉委員

やっているようですが、そのほかに大交易会もあり

ましたね そういったものに県はどのようにかかわっ。

て、出品とかそういったものがどうだったのか、こ

れも説明してください。

商工労働部と連携し○幸地稔流通・加工推進課長

まして、ＪＡを中心に出店しているところでありま

す。また、香港ではことし２月、商談会を開催し、

それからまたシンガポールで12月、あと、９月にシ

ンガポールで見本市等を行ったところであります。

活力プランの中では６次産業化の○新里米吉委員

推進も出ているのですが、県の取り組みはどうです

か。

県では、沖縄の気候○幸地稔流通・加工推進課長

的特徴や地域資源を生かした６次産業化を推進する

ため、一括交付金を活用し、おきなわ型６次産業化

総合支援事業を実施しております。具体的には、加

、工品製造に係る機器整備や販路開拓等に対する補助

それに個別研修による商品開発への助言・指導、加

工品グランプリの開催、１次加工の推進による出荷

形態の多様化などの取り組みを行っております。

平成29年度につきましても、引き続きこれらの取

り組みを継続し、６次産業化の推進による農林水産

物の高付加価値化を推進することとしております。

各市町村でも商品開発などもやっ○新里米吉委員

、 、たりしているみたいですが この中で極めてこれは

と思うようなものはありますか。

本年度は約19業者に○幸地稔流通・加工推進課長

つきまして商品開発等を行いまして、その中でグラ

ンプリとしまして うるま市の黄金芋の焼き芋のクッ、

キーが受賞したところであります。これらの商品に

つきまして、ヤンバルのほうの観光ホテルでの見本

市、テスト販売等も行ったところであります。

それから農業競争力強化も活力プ○新里米吉委員

ランの中にあるのですが、県は競争力強化について

はどのような取り組みをしていますか。特に畜産、

酪農について説明してください。

畜産・酪農収益力強化整備等対○池村薫畜産課長

策事業は畜産クラスター事業とも呼ばれておりまし

て、国の攻める農林水産業への転換に向けての政策

として、畜産・酪農の収益力、それから生産基盤を

強化する事業で、地域の畜産クラスター協議会で中

、心的経営体として位置づけられた畜産農家に対して

施設の整備や家畜導入にかかる経費の一部を補助し

ております。

平成29年度は、地域畜産クラスター協議会の要望

を受け、牛舎を10棟整備する予定であります。県と

しては、畜産クラスター事業を実施して、県内の家

畜の増頭増産に取り組んでまいりたいと考えており

ます。

最後に、サトウキビの生産支援事○新里米吉委員

業の中で、共同利用機械整備としてハーベスター、

それからトラクター等の高性能農業機械導入を県は

推進してきたと思います。

南大東村、北大東村がもうずっと以前から機械化

されているのはよく知っているのですが、両大東村

以外の地域の現状はどうなっていますか。

本県サトウキビ作におけ○屋宜宣由糖業農産課長

る高性能農業機械の導入は、生産農家の高齢化に伴

う収穫作業労力の省力化を目的に、ハーベスター等

の収穫機械を中心に導入を進めてきました。平成

27年、平成28年期では県内全域で362台のハーベス

ターが稼働し、全収穫面積におけるハーベスターの

収穫割合は64.5％となっております。南北大東村を

除くと62.7％となっております。これは平成17年、

平成18年期の今から10年前の数字の33.8％から２倍

近い伸びとなっております。

地域別に見ますと、南北大東村と伊平屋村が今

100％であるのに対し、宮古地域が67.1％、八重山地

域が62％、沖縄本島中部地域が36％、南部地域が

32.2％となっています。

トラクターにつきましては、中型以上の、55馬力

以上のトラクターが県全域で1052台が今稼働してい

るところであります。

この10年来、アジア地域が以前と○新里米吉委員

違って非常に経済発展をしてきて、食に関心が出て

きているのですよね。以前は食べるのに精いっぱい
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だったが今は安心・安全。この安心・安全はどこに

目が向いているかというと日本に目が向いている。

日本のものは安心・安全だと。さらに、新鮮でおい

しいとなると日本の中で一番近い沖縄が有望になり

ますね。日本全体もそうですが、農水産業、若い人

たちのなり手が少ないけれども、沖縄はむしろこれ

から農業を再生していける絶好のチャンスじゃない

かと思っています。

皆さんが自信を持って、誇りを持って、沖縄は観

光だけじゃなくて１次産業もすばらしいのだという

のをぜひつくっていただきたいなと思っています。

頑張ってください。

親川敬委員。○瑞慶覧功委員長

重複するだろうと思ってたくさん出○親川敬委員

したらほとんど重複していないので、準備したとこ

ろには申しわけないけれども、飛ばし飛ばしでいき

たいと思います。準備された皆さんに対して大変申

しわけない。

まず 平成29年度歳出予算事項別積算内訳書18ペー、

、 、ジ 中山間地域等直接支払事業費の中の実施地区と

この事業の中に機能増進活動と整備活動というのが

あるようですけれど、それぞれの内訳を説明してい

ただきたい。

実施地区についてです○大村学村づくり計画課長

けれども、まずこの事業は中山間地域等が抱える農

業生産面の不利性を補正し、適切な農業生産活動が

持続的に行われるよう、農業者等が作成する集落協

定に基づく取り組みを支援する目的で実施しており

ます。平成29年度実施地区といたしましては、離島

市町村は伊平屋村を含め10市町村、それから沖縄本

島は名護市で、合計11市町村で実施することとして

おります。

続きまして、多面的機能増進活動についてでござ

いますけれども 多面的機能増進活動については９市、

町村で実施しております。具体的な内容としまして

、 、 、は まず景観作物の植えつけ 緑肥作物の植えつけ

周辺隣地の下草刈り、緑肥農薬等購入の補助となっ

ております。

一方、体制整備活動については、協定参加者が活

動等の継続が困難となった場合に備え、集落内の共

同作業や農作業の受委託などにより、活動を継続で

きる体制を構築するものとなっております。当該活

動につきましては、名護市、伊平屋村、南大東村、

与那国町の４市町村で実施しているところです。

続いて34ページお願いします。その○親川敬委員

中にうちなー島ヤサイ商品化支援技術開発事業とい

うのがありますけれども、その島野菜として選定さ

れている品目と、これからの計画を説明いただきた

い。

うちなー島ヤ○生沢均農林水産総務課研究企画監

サイ商品化支援技術開発事業につきましては、島野

菜を28品目選定をしております。主な品目としまし

ては、ウンチェーバー、カンダバー、シカクマメ、

島ニンジン、シマナー等になっております。そのう

、 、ち うちなー島ヤサイ商品化支援技術開発事業では

消費者意向調査を行い、認知度の高い島野菜12品目

を選定し、基本特性評価、高付加価値化のための機

能性評価や栽培技術の確立を行っております。この

うち、現在の主力品目としましては、ナーベラー、

シマナー、島ラッキョウ、野菜パパイヤ、タイモの

５品目。今後供給量の増加が期待できる品目として

は、ナーベラー、タイモ、カンダバーなどの５品目

としております。県としましては、島野菜の商品性

向上を目指して技術開発を推進していきたいと考え

ております。

同じページになりますけれども、高○親川敬委員

。付加価値茶生産技術開発事業の中身について

高付加価値茶○生沢均農林水産総務課研究企画監

生産技術開発事業は、紅茶の安定生産技術開発によ

る生産拡大を目的に、１、紅茶用品種ベニホマレの

周年多回数収穫技術を開発し、沖縄産高品質紅茶の

安定生産技術の開発、２、低価格な二から三番茶以

降の緑茶品種の茶葉を紅茶に加工する技術開発によ

り、県内の茶生産の経営安定を図ることとしており

ます。

平成29年度は、ベニホマレの周年多回数収穫技術

の開発及び収穫期の移動技術開発に緑茶品種の紅茶

加工適応評価及び緑茶品種の加工技術開発について

取り組むこととしております。

次、42ページ行きます。ここに農業○親川敬委員

研究センター名護支所施設整備事業とありますけれ

、 、ども この整備内容と旧センターの跡利用について

何か計画が今されているのでしょうか。

農業研究セン○生沢均農林水産総務課研究企画監

ター名護支所は、昭和54年に現在の場所に施設整備

を行い、築35年以上経過し、施設の老朽化により試

験研究の効率性の低下、作業の危険性が生じており

ます。このため新たな研究ニーズや県民の要請に十

分対応できるよう、移転ではなく同じ敷地内に施設

整備をすることとしております。

、 。事業期間は 平成28年度から平成30年度の３年間

総事業費は19億4475万円を予定しております。
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44ページに行きます。その中に世界○親川敬委員

一おいしい豚肉作出事業とありますが、その中身を

ちょっとお願いします。

世界一おいし○生沢均農林水産総務課研究企画監

い豚肉作出事業は、畜産研究センターにおいて、ア

グーブランド豚肉を世界一おいしい豚肉へと飛躍さ

せるため、ゲノム情報を用いて、アグーの効率的な

育種改良システムを構築することを目的としており

ます。具体的には、アグーの全ゲノムＤＮＡ解読、

２、肉質改良に有効なアグー専用ＤＮＡチップの開

発、３、ＤＮＡチップを用いた効率的な育種改良法

の確立等を実施しております。

53ページに行きます。その中の県産○親川敬委員

魚介類の美味しさを科学する事業であります。その

中身を少し御説明お願いします。

県では、主要○生沢均農林水産総務課研究企画監

県産魚介類、ソデイカ、マチ類について鮮度やおい

しさの指標を数値化し、科学的根拠に基づいた最適

な鮮度保持技術の開発に取り組むこととしておりま

す。具体的には、１、水揚げ、保存条件の違いが鮮

度、おいしさ、うまみ成分、歯応え等に及ぼす影響

を調査し最適な条件を開発・普及する、２、ソデイ

カの黄変、アカマチの煮えと呼ばれる身質の劣化の

原因解明と防止方法の検証等を実施するものであり

ます。

67ページの海外研修受入れによる農○親川敬委員

業農村活性化事業。事業の内容等が決まっているの

でしたら国別の研修員の期間、そしてどこの地域に

受け入れを予定しているのか。

県では、平成25年度よ○竹ノ内昭一営農支援課長

り一括交付金を活用しまして、海外研修受入れによ

る農業農村活性化事業として取り組んできて、アジ

ア太平洋地域の途上国からの実習生を受け入れてき

ております。

国別の受け入れ実習生の見込みにつきましては、

インドネシアから40名、フィリピンから14名、スリ

、 。ランカから８名 計62名の実習生となっております

さらに県内の地域別で見ますと、北部地域で実習生

、 、 、５名 受け入れ農家数にして３戸 南部地域で57名

受け入れ農家32戸といったような状況になっていま

す。

85ページに行きます。この中の産地○親川敬委員

、パワーアップ事業の事業の中身と補助対象者の条件

選定方法についてお願いします。

産地パワーアップ事業は○松尾安人園芸振興課長

国のＴＰＰ関連政策として、国内の畑作産地の収益

力の向上を図ることを目的として、平成27年度及び

平成28年度の国の補正予算で合計約1000億円の予算

措置がされております。

本県では昨年９月補正予算において、１億2000万

円を予算措置し、県内の畑作産地の収益力向上に取

り組んでいるところであります。平成28年度につき

ましては、10市町村で14の産地パワーアップ計画に

取り組んでいるところであります。具体的な中身、

内容としましては、パイナップルの日やけ防止資材

の導入、花卉の平張り施設の被覆資材、防風垣資材

の導入、菊のＬＥＤ照明器具のリース導入、高性能

農業機械のリース導入、露地野菜の防風垣資材の導

入などとなっております。

同じページですけれども、沖縄の農○親川敬委員

家民宿一期一会創造事業の中身について、お願いし

。 。ます それと対象農家の条件についてお伺いします

この事業は、農家民宿○大村学村づくり計画課長

を中心に農村の特色ある資源を生かし、切れ目なく

農村に人々を呼び込むための戦略づくりに向けた調

査や新たな取り組みの実証を行います。事業を通し

て、農家民宿における安全・安心、学習効果の発現

など、新たな方向性、価値を創造することとしてお

ります。具体的にはバリアフリー、教育旅行に対応

する体験プログラムづくりなどに取り組み、沖縄な

。らではの農家民宿の魅力を発信する予定であります

次に、この事業は調査実証の枠組みの中で、モデ

ル地区においてバリアフリーや体験プログラムなど

の創出などの新たな取り組みについて実施するもの

でありますので、事業対象としましては、県内で農

家民宿のマッチング役を担う受け入れ団体を対象に

公募を行い、選定された地域をモデル地区とするこ

ととしております。

モデル地区については、平成29年度は２地区を選

定する予定となっております。

89ページの鮮度保持技術と戦略出荷○親川敬委員

によるブランド確立事業、鮮度の保持技術の成果と

効果、その中の出荷予測システムの対象品目と効果

についてお伺いします。

鮮度保持技術と戦略○幸地稔流通・加工推進課長

出荷によるブランド確立事業では、本県特有の品目

に適応可能な鮮度保持技術とその効果について検討

しております。これまでに、１、さまざまな鮮度保

持技術の先進地事例調査、２、品目ごとの鮮度保持

試験などを実施してまいりました。現在までにマン

ゴーやシークヮーサーにおいて、１カ月から３カ月

程度の鮮度保持が可能であることが示唆されており
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ます。これにより、１、出荷ピークの分散により市

場価格の安定化、２、離島における滞貨の軽減・解

消などの効果が期待されるところであります。

続きまして、出荷予測システムの対象品目と効果

についてでありますが、具体的にはマンゴーを対象

に、１、携帯端末を活用した農家と出荷団体間によ

る出荷予測と市場価格等のデータの共有 ２ ビニー、 、

ルハウス内の温湿度等の記録による出荷予測などの

試験運用を行っているところであります。これによ

り、１、出荷予測の精度の向上、２、市場価格の安

定化、３、効果的な販売促進の活動などの効果が期

待されるところであります。

112ページに行きます。耕土流出防止○親川敬委員

事業費の中に、農業環境コーディネーターというの

を配置しているようですけれども その農業環境コー、

ディネーターの活動実績について。

県で赤土等の流出防止○竹ノ内昭一営農支援課長

対策としまして、一括交付金を活用し、沖縄の自然

環境保全に配慮した農業活性化支援事業というもの

をこれまで取り組んでまいりました。この事業の取

り組みの一つとして、農業環境コーディネーターを

各地区に配置いたしまして、具体的な防止対策とし

ての緑肥作物の栽培でありますとか あるいはグリー、

ンベルトの設置、さらには心土破砕等の普及啓発に

取り組んできているところでございます。

114ページに行きます。鳥獣被害防止○親川敬委員

、総合対策事業の中の地域別の作物被害の状況と対策

そして事業の効果についてお伺いします。

直近でいうと平成27年○竹ノ内昭一営農支援課長

度ということになりますけれども、鳥獣の被害は、

県全体では7950万円となっております。このうち北

部地区で5600万円余り、全体の約７割を占めており

ます。続きまして、南部地区で1000万円強というこ

とで全体の12％。以下、中部地区で250万円、宮古地

区で490万円、八重山地区で550万円といったような

地域別の状況となっております。これを作物別に見

ますと、北部地区の金額が多いということで、かん

きつ類がやはり金額的に大きくなりまして3030万円

、 。 、余り 全体の４割近い金額となります 続きまして

パイナップルが2038万円と、全体のおおむね25％。

以下 野菜類 サトウキビといったような状況になっ、 、

ております。

127ページに行きます。そこの中に○親川敬委員

いっぺーまーさんパインアップル強化事業というの

がありますけれども、この事業内容について。

生食用パイナップルの産○松尾安人園芸振興課長

地化に向けて、優良品種の加速的増殖などの委託及

び高品質果実の生産に向けた技術開発を図る事業と

なっております。

具体的には、各産地協議会による輪切り増殖など

による種苗増殖、農業研究センターにおいて、高品

質安定生産技術の確立に向けた試験を行ってまいり

ます。

、○親川敬委員 ネーミングだと思うのですけれども

いっぺーまーさんというのは具体的に何か製品とし

てでき上がっているものがあるのですか。このいっ

ぺーまーさんパインアップル事業、具体的に製品と

して出荷されて、評判がいいというのはあるのです

か。

農業研究センターで、新○松尾安人園芸振興課長

しく果物、生食用として開発された品種があるもの

ですから、それを普及させるために苗をふやして、

そして市場に出荷するために、まずは苗を緊急的に

増殖して、農家の皆さんに配るという、そういう事

業になっております。

これはこれから市場に出回るという○親川敬委員

ことですね。わかりました。

147ページに行きます。ここの蜂蜜の養ほう安定推

進事業というのがありますけれども、その事業の内

容をまずお願いします。

養ほう安定推進事業は、適正な○池村薫畜産課長

巣箱設置や安定的な蜜源の確保のため、市町村や生

産者と連携し、ミツバチの巣箱を置く蜂場の配置場

所などの調整を行っております。具体的には、蜂場

配置のマッピングシステムの運用、それから市町村

への蜂場の配置情報の提供、ミツバチの転飼調整に

係る協議会の開催となっております。

主なところでいいですけれども、市○親川敬委員

町村別の養蜂農家の数と生産量について説明お願い

します。

養蜂振興法に基づき毎年１月時○池村薫畜産課長

点での報告となっております。

その報告によりますと、届け出の集計によると、

県内養蜂農家数は136戸で、市町村別では多い順に宮

古島市が14戸、名護市が13戸、南城市が12戸となっ

ております。また、蜂群、飼っているミツバチの数

ですけれども、9878群で、市町村別では、名護市が

2471群、うるま市が834群となっております。

この蜂蜜の主な販売方法は、どうい○親川敬委員

う販売方法をとっているのでしょうか。

沖縄県の養蜂業は、蜂蜜、ロイ○池村薫畜産課長

ヤルゼリーの販売のほかに、花粉交配用ミツバチの
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生産が主要となっています。県外では、冬の時期に

花粉交配用ミツバチの生産が難しいため、年中温暖

な沖縄県でミツバチの生産拠点として重要となって

おります。飼育届けの集計によると、41戸の生産農

家は、蜂蜜、ロイヤルゼリー以外に花粉用のミツバ

チも生産しております。県内の養蜂団体からの聞き

取りによりますと、県外への花粉用ミツバチの出荷

は、年間１万5000箱程度を出荷しているということ

です。

同じページのおきなわ山羊生産振興○親川敬委員

対策事業についてお伺いします。まず、振興の方策

について御説明お願いします。

県ではおきなわ山羊生産振興対○池村薫畜産課長

策事業において、優良種畜導入の支援、繁殖技術の

研究、経営モデルの作出等実施しております。

平成29年度は県が推奨するボア種を基本とした種

ヤギ78頭の導入を支援し、畜産研究センターにおい

ては、引き続き年２回の分娩などの繁殖技術の研究

を実施します。また、ヤギ経営技術書を作成し、ヤ

ギ生産の収益性について検討してまいります。県で

は、平成27年度の事業開始から３年間で132頭の優良

ヤギを生産者へ供給することとなっており、今後は

経営モデル技術を普及し、ヤギ生産振興を図ってま

いります。

主なところでいいですから、市町村○親川敬委員

別の飼育農家数と飼育頭数についてお願いします。

平成27年12月末の調査では、農○池村薫畜産課長

家戸数は1351戸で、前年に比べて83戸増加しており

ます。市町村別戸数で多い順に、名護市が134戸、う

るま市が123戸、今帰仁村が109戸の順となっており

ます。

また、飼育頭数は9117頭で、これも前年に比べて

626頭増頭しておりまして、市町村別では多い順に、

名護市が956頭、今帰仁村が749頭、石垣市が692頭の

順となっております。

そのヤギの競り市は北部地域でもや○親川敬委員

られているようですけれども、競り市の開催状況と

それに出荷をする状況についてお願いします。

県内では糸満市の南部家畜市場○池村薫畜産課長

と、今帰仁村家畜市場でヤギの競りが開催されてお

ります。南部家畜市場では、年６回偶数月に実施さ

れて、今帰仁村家畜市場では、不定期ですが年３回

開催されております。

平成28年の南部家畜市場では、年間895頭のヤギが

、 、出荷され １頭当たりの平均価格は雄が７万6182円

雌が５万9877円でした。また、今帰仁村家畜市場で

は、年間269頭のヤギが出荷され、１頭当たりの平均

価格は雄が６万7502円、雌が５万4298円でした。

165ページに行きます。沖縄県エコフ○親川敬委員

ィード利用推進体制整備事業というのがありますけ

れども、県内におけるエコフィード生産と利用状況

についてお願いします。

国の平成28年度のエコフィード○池村薫畜産課長

製造事業者実態調査から、現在稼働中の業者は４カ

所となっております。稼働中の業者の家畜別利用状

況としましては、養豚で３業者、肉用牛で１業者か

ら、畜産農家へ直接、もしくは飼料会社を経由して

エコフィードが供給されております。また、養豚に

おいては、食堂等の外食産業から排出される食品残

渣を農家自身がじかに回収し、飼料として活用する

形態もあります。

そこで、この利用推進体制の整備の○親川敬委員

方策、どういうふうにして推進していくのか。

県では食品残渣等未利用資源を○池村薫畜産課長

飼料へ活用し、飼料価格の低減を図るため、エコフ

ィード製造施設に対する整備の支援を計画しており

ます。

事業の取り組みとして、沖縄県エコフィード利用

推進体制整備協議会の開催、企画提案公募によるエ

コフィード製造業者の選定、実施計画の支援を計画

しております。近年の配合飼料価格の高騰、高どま

りを受け、飼料受給率の向上や飼料費の低減が課題

であることから、県としましては、引き続き関係機

関と連携し、対応を検討してまいります。

196ページに行きます。ページ数がど○親川敬委員

こかよくわからなかったのですけれども、このあた

りだろうと思っていますが、農業集落排水施設の今

後の整備計画についてお願いします。

今後の整備計画につい○大村学村づくり計画課長

ては、名護市東海岸地区の排水整備について説明し

たいと思います。

平成28年度に改訂された沖縄汚水再生ちゅら水プ

ラン2016では、名護市東海岸に位置する３地区で農

業集落排水事業を導入する予定となっております。

、 、 、これら３地区のうち辺野古 豊原 久志集落を囲む

久辺地区では2600人の処理人口を見込み、平成32年

度の着手予定となっております。県としましては、

名護市の農業集落排水事業の早期導入に向け、引き

続き関係機関と連携を図りながら推進してまいりた

いと思います。

231ページに行きます。この中の農地○親川敬委員

中間管理機構事業、市町村別の農地集積の状況につ
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いてお伺いします。

農地中間管理事業の平成○崎原盛光農政経済課長

29年２月末までの実績につきましては、農地の借り

受けが25市町村、432人から249.6ヘクタールを借り

受け 農地の貸し付けにつきましては21市町村 191人、 、

で181.9ヘクタール貸し付けております。

市町村ごとの主な実績で見ますと、北部圏域では

名護市で11.5ヘクタールを借り受けて、貸し付けが

５ヘクタール。中南部圏域では、久米島町で24.7ヘ

、 。クタールを借り受けて 14.3ヘクタールを貸し付け

宮古圏域では、宮古島市で35.7ヘクタールを借り受

、 。 、けて 35.7ヘクタールを貸し付け 八重山圏域では

石垣市で77.2ヘクタールを借り受けて 68.6ヘクター、

ル貸し付けております。

宮古島市、石垣市についてはかなり○親川敬委員

数値が上がっていますけれども、名護市では11.5ヘ

クタールのうち５ヘクタール、半分以下ですけれど

も、何か課題、要因というのは、特にあるのでしょ

うか。

宮古・八重山圏域につき○崎原盛光農政経済課長

ましては、比較的農地が大きいためで、件数として

は名護市で24名ということで、久米島とか引けをと

らないのですけれども、１筆当たりの面積が小さい

ことあたりが少し課題かなと思います。

241ページの沖縄県産山菜類地域資源○親川敬委員

活用事業ですが、沖縄の山菜の種類について少し説

明お願いします。

沖縄山菜の種類につきま○金城克明森林管理課長

しては、既存の文献で確認したところ154種類が確認

されております。その中でワラビやヤマグワのよう

に、他県にも広く分布するものも多い一方で、亜熱

帯地域に生育するヒカゲヘゴ、ヒリュウシダ、ホウ

ビカンジュなどは琉球列島特有のものといえます。

このうち、機能成分試験をされてい○親川敬委員

る山菜があるようですけれども、一例でいいですか

ら、その試験の結果をお願いします。

平成27年度に４検体 26項○金城克明森林管理課長 、

目の試験を実施しております。その中で、１つだけ

報告したいと思います。通称宮古ゼンマイとして販

売されておりますホウビカンジュですけれども、一

般的に食されておりますゼンマイに比べますと、ビ

タミンＡが20倍、ビタミンＣが2.5倍、ビタミンＥが

２倍、ビタミンＫが3000倍であることが確認されて

おります。

玉城武光委員。○瑞慶覧功委員長

ほかの委員の皆さんがある程度聞○玉城武光委員

、 、いていらっしゃって 重複する部分があるのですが

よろしくお願いいたします。

69ページに先ほどの海外研修受入れによる農業農

村活性化事業というのがあるのですが、60名予定し

て、インドネシア、フィリピン、スリランカから来

て、受け入れ農家は南部地域が32戸という形ですけ

れども、この活性化事業の委託先なのですが、農協

、 。だと思うのですが どういったことをやるのですか

研修を受け入れたら、この研修費はどういう……。

聞きたいのは、これ前にもありましたよね、研修制

度として。漁業者にもあったのですよ。その研修に

対して、ある一定の給料というのですか、そういう

のを支援していたのですけれども、これはどういう

方法なのですか。

今、委員のおっしゃい○竹ノ内昭一営農支援課長

ました漁業関係者への実習生受け入れと基本的には

、 、同様の性質といいますか 同様の内容でありまして

当該事業につきまして、管理団体として公益財団法

人のオイスカという組織がございまして、そちらに

受け入れに係る、渡航に係る事務、それから実際の

研修員の派遣先の選定ですとか、そういったところ

の実務的なところを委託して実施している内容でご

ざいます。

具体的にどれぐらいの受け入れ費○玉城武光委員

用を支出するのか。

母国等によっても多少○竹ノ内昭一営農支援課長

金額とかの違いはあるようですけれども、おおむね

200万円から250万円程度が年間の費用としてかかっ

ているという状況にございます。１人当たりです。

次、121ページの中のウリミバエ侵○玉城武光委員

入防止対策ですが、ウリミバエはある地域では駆除

されているのですが、あるところではまだというこ

とで、防除ではなくて侵入というのはどういう事業

を見ているのですか。

ウリミバエ、それから○竹ノ内昭一営農支援課長

ミカンコミバエもそういうことに該当しますけれど

、 、 、も これまでの県の取り組みで沖縄 琉球列島では

ミバエ類については根絶されまして、いわゆる健全

な地域という状況にございます。ただ、当然東南ア

ジアと隣接しているという状況がございますので、

一定程度予防的な防除を継続していかなければなら

ないということで、言ってみれば侵入防止のための

諸取り組みを今なお継続しているという状況がござ

います。

157ページをお願いします。委託料○玉城武光委員

の乳用牛育成強化事業というのがあるのですが、こ
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れはどこに委託しているのですか。

国頭村にある県の家畜改良セン○池村薫畜産課長

ターへの委託です。

沖縄県酪農農業組合―県酪に委託○玉城武光委員

しているのですよね。

一部分は県酪に委託しておりま○池村薫畜産課長

す。

それは嘱託料ですか。○玉城武光委員

そうです。○池村薫畜産課長

161ページです。委託料の関係で地○玉城武光委員

域景観配慮型畜産臭気対策モデル事業というのがあ

ります。その概要を説明してください。

地域景観配慮型畜産臭気対策モ○池村薫畜産課長

デル事業は、臭気を客観的なデータに基づいてグラ

フや図で視覚化することによって、生産者や指導者

が共通の認識に基づき、畜産臭気対策モデルを構築

する事業であります。具体的には、畜産臭気対策指

導協議会の設立、畜産臭気拡散シミュレーションの

開発と活用、指導用マニュアルの作成、生産者を対

象とする講習会などを行い、マニュアルに基づいた

指導体制の構築を目指すものであります。

畜産の臭気の対策をしなければな○玉城武光委員

らないという地域は、何地域ぐらいあるのですか。

具体的な数値はないのですけれ○池村薫畜産課長

ど、中南部地域の都市型酪農は生産農場と住宅街と

いいますか、あれが近いものですからありますけれ

ども、そこだけではなくて、また、北部地区でも大

規模な経営体があるところでは臭気の課題等はござ

います。

畜産関係の最後。161ページの下の○玉城武光委員

、ほうの沖縄県畜産・酪農収益力強化整備等対策事業

畜産クラスターと言われているのですが、その事業

を大まかでいいですから、どこどこの地域か教えて

ください。

平成29年度の畜産クラスター事○池村薫畜産課長

業は10棟の整備を予定しているのですけれども、市

町村ごとに申し上げますと宜野座村１棟、今帰仁村

１棟、石垣市２棟、竹富町１棟、宮古島市４棟で、

これは全て肉用牛で９棟でございます。残り１棟は

乳用牛の牛舎でありまして、これは八重瀬町に１棟

建設する計画となっております。

続きまして、農業関係です。○玉城武光委員

今、農業も生産額が上がってきているのですが、

県外にも出荷し、海外にも行くというのですが、食

糧自給率はどうなっているのですか。

平成26年度の食糧自○石垣永浩農林水産総務課長

給率はカロリーベースで30％、生産額ベースで54％

となっております。

カロリーベースで30％と。そのカ○玉城武光委員

ロリーの中から、サトウキビ分を引いたらどれぐら

いなのですか。

サトウキビを除いた○石垣永浩農林水産総務課長

場合は、約６％と試算されております。

観光客も1000万人近くの目標で○玉城武光委員

、 、あって 沖縄県も人口も伸びてきているという中で

県内の自給率を高めるためには、葉野菜類とかです

よね。そこをもっと生産量を上げないと観光客の受

け入れもできないような状況になるのじゃないかと

心配されているのですが、自給率はどれぐらい高め

る目標ですか。カロリーベースで、サトウキビを除

いて。

平成33年度の食糧自○石垣永浩農林水産総務課長

給率をカロリーベースで50％という目標値を掲げて

おります。これはサトウキビも含めてというところ

です。先ほどお話ししました実績で30％、サトウキ

ビを除くと６％ということですので、24％を今サト

ウキビが占めている状況という、そういった内容の

数字になります。

214ページ、農地防災調査費が○玉城武光委員

7000万円余の増額になっているのですが、その防災

調査費について説明お願いします。

県内のため池等のハ○大村学村づくり計画課長

ザードマップを平成32年までに作成する目的で、平

成29年度6800万円余りを計上しているところです。

県内のため池の調査ですか。○玉城武光委員

農業関係は終わります。

次に、水産業。279ページ、新市場開設推進事業と

いうのが1000万円余りなのですが、その説明をお願

いします。

新市場開設推進事業でござい○新里勝也水産課長

ますが、これは糸満漁港で計画している高度衛生管

理型荷さばき施設において、市場の衛生管理が円滑

に実施されるよう 衛生管理に配慮した競りのシミュ、

レーションを行って、衛生管理体制の構築を図るよ

うな取り組みを予定しております。平成29年度とし

て1087万9000円計上しているところでございます。

この中には新市場、新しい移転関○玉城武光委員

係の予算はないのですか。

平成29年度は、施設の整備費○新里勝也水産課長

は入っていなくて、整備に向けたソフト関係の取り

組みを計上させてもらっております。

285ページの栽培漁業センターの再○玉城武光委員
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構築事業ということで、先ほど質疑がありました。

本部町の栽培漁業センターで陸上養殖の関係という

話でしたけれども、そこの低コスト型循環式種苗生

産・陸上養殖技術開発事業というのがありますね。

予算も多いですが、具体的にもう一度説明をお願い

したいです。

低コスト型循環式種苗生産・○新里勝也水産課長

陸上養殖技術開発事業でございますけれども、これ

も一括交付金を活用しております、目的として循環

式親魚―親の魚を養成、そして種苗生産する技術を

新たに開発することで、早期種苗の配布を実現する

とともに、低コスト型の陸上養殖を推進し、養殖生

産量及び生産額の増大を図ることを目的としており

ます。

内容としましては、魚を養成するタンク、水槽の

加温ができるような池、そのための親の養成、そし

て種苗生産技術の開発をやること、あと、陸上では

低コスト型陸上養殖手法の応用技術開発のために、

20トン水槽を使って高密度養殖試験を実施する、そ

。ういうのを内容として計上させてもらっております

どの魚種を対象に研究しているの○玉城武光委員

ですか。

今、手がけているのはヤイト○新里勝也水産課長

ハタとスジアラを想定して、陸上養殖技術の開発を

やっているところでございます。

、○玉城武光委員 海面の養殖はあるのですけれども

陸上は初めてですよね ヤイトハタなんかね 頑張っ、 。

てください。

それから286ページ。そこにインターンシップ漁業

体験、新規就業者支援というのがあるのですが、イ

ンターンシップ漁業というのは先ほども質疑があり

ましたが、水産高校に栽培漁業科といったでしょう

か、そういうのをつくったほうがいいのではないか

という、いい質疑がありましたけれども、そういう

関係でのインターンシップ漁業体験というのはどう

いうことですか。

これも未来のマリンパワー確○新里勝也水産課長

保・育成一貫支援事業、一括交付金で計上させても

らっておりますけれども、その中の一つのメニュー

に高校生によるインターンシップ制度を活用したカ

ツオ一本釣り漁業体験等を糸満漁協とか各漁協と一

緒にやるようにしています。

水産高校のカリキュラムの中で、高校生をそうい

う職場へ派遣してインターンシップ、研修をやるも

のと我々の事業とをセットにして担い手の確保につ

なげるというような取り組みを予算の中に計上させ

てもらっております。

後継者、漁業新規就業者、水産高○玉城武光委員

校を卒業して何名ぐらい漁業に従事しているのか。

急な質疑ですが、把握していますか。

、○新里勝也水産課長 数字は把握しておりませんが

なかなかいらっしゃらないというのは聞いておりま

す。

そこの中の新規漁業就業者支援と○玉城武光委員

いうのが、ことしは何名の予定でしたか。

平成29年度は新規漁業就業者○新里勝也水産課長

、 。支援ということで 52名の支援を予定しております

次、291ページ。漁業取締船のはや○玉城武光委員

てですが、ここには修繕費なんかいろいろ計上され

ております。取締船は何隻あるのですか、１隻です

か。

１隻でございます。○新里勝也水産課長

今、沖縄近海でそういういろいろ○玉城武光委員

な問題が出ている中で、はやては沿岸漁業の取り締

まりという形ですが、それをふやす必要があると思

うのですが、農林水産部長、どういう考えですか。

この辺は十分理解できる○島尻勝広農林水産部長

のですけれども、どうも維持管理が、燃料費等含め

人件費、この辺で非常に厳しいかなということは感

じております。

増船するという必要性は感じてい○玉城武光委員

るのだけれども、財政的に厳しいと。農林水産部長

のできる答弁ではないと思うのですが、よろしくお

願いいたします。

次、294ページ。先ほども新里委員からも話があっ

た沖合漁業の関係なのですが、これは新しくこれか

ら３カ年ということでしたけれども、特に無線なの

ですか。

この事業は、一旦平成28年度○新里勝也水産課長

までの５カ年で終了するのですけれども、まださら

に要望があるということで、平成29年度から後継事

業として３カ年実施する予定でございます。内容と

しては、無線機の150ワット型―これは地球の裏側ま

、 、で届くと言われている長距離無線 あと25ワット型

これは比較的近場の大東島とかそのあたりに届くよ

うな距離の無線、この２種類のタイプの無線機の設

置を支援する予定でございます。

この中に米軍訓練等の安全操業に○玉城武光委員

必要な放送というのがあるけれども、無線局を増設

するのか、それとも漁船に設置するのか。

、○新里勝也水産課長 陸上の海岸局につきましては

糸満漁港に沖縄県漁業無線協会がもう既に存在しま
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すので、そことつなげられるような、漁船に設置す

る無線機に対して支援する事業でございます。

無線はあるけれども、衛星電話、○玉城武光委員

そういうものも対象になるのですか。

衛星船舶電話についても漁業○新里勝也水産課長

者から要望はあるところで、我々としても検討して

いるところでございますけれども、まずは一番最低

限必要な無線をということで、この事業を進めてい

るところでございます。衛星船舶電話につきまして

は、公益法人がやっています基金の中で対応してい

る状況もございますので、その辺で今すみ分けにつ

いて調整しているところでございます。

ぜひ衛星船舶電話、そこも含めて○玉城武光委員

対象を検討していただきたいということです。

308ページの水産環境整備事業の工事請負費、大ま

かにでいいです。どこどこですか。

この水産環境整備事業は耐○島袋均漁港漁場課長

用年数が来た浮き魚礁の更新整備と、あと新規に設

置する浮き魚礁を想定しております。

平成29年度は県営で国頭、大東、石垣の３地区の

更新と、あと市町村では、与那原町も与那原地区の

新設を予定しております。

中層型浮き魚礁が今非常に効果を○玉城武光委員

発揮しているということですから、ぜひ増設も含め

て検討していただきたいということで終わります。

金城勉委員。○瑞慶覧功委員長

通告したものがほとんど重複してお○金城勉委員

りまして、少しはみ出る部分はお許しをいただきた

いと思います。

まず、この農水産業の担い手育成、そして確保の

件でお尋ねするのですが、先ほどから質疑が出てい

るように、農林高校あるいはまた水産高校の卒業生

が、どの程度農業や水産業に従事しているのかとい

うことを数字で把握していないようですけれども、

これはやはり単に教育委員会に任せっ放しというこ

とじゃなくて、やはり具体的に現場を担う皆さん方

もそこは連携しながら人材の確保・育成、このこと

は非常に重要なテーマだと思うのですけれども、今

後そういうこの人材の確保・育成という視点から見

て、この高等学校、水産高校の活用の仕方について

考え方をお聞かせください。

我々と水産高校との連携につ○新里勝也水産課長

いては、常々やっているところでございますけれど

も 先ほどマリンパワー事業の中で インターンシッ、 、

プ制度を活用した体験漁業の実施という取り組みを

してございます。

もう一つは、年に１回漁業者の体験報告、交流大

会を持っていますけれども、その際にも沖縄水産高

校、そして宮古島の実業高校も含めて、生徒の体験

報告会みたいなものも合同で開催したりして、直接

漁業者と高校生とそういう意見交換できるような場

を持って、漁業への理解をいただいて、何とかこの

業界に就職していただけるような取り組みも、それ

ぞれの高校と連携して実施しているところでござい

ます。

補足というわけではな○竹ノ内昭一営農支援課長

いですけれども、残念ながら農林高校については我

々でも掌握はしておりませんけれども、所管してお

ります農業大学校に関しましては、卒業生のおおむ

ね６割から７割が自営就農であったり、あるいは雇

用就農といった形で、実際に就農しているという実

績がございます。

あと、単年度ごとの新規就農者の追跡調査を市町

村に依頼しており、その中で先ほど来、毎年300名以

上は確保できておりますと答えさせていただいてお

りますけれども 年齢別に見ますと そのうちの45歳、 、

未満がおおむね６割から７割程度。それから、セン

サスデータに基づきます30歳未満の農業就業人口に

つきましては、今手元にないのですけれども、実数

として30歳未満に限って言えば増加してきていると

いうことで、これまでの取り組みが少し効果として

あらわれてきているのかというようには理解してい

ますけれども、引き続きこういった取り組みは強化

していく必要があると認識しております。

、○金城勉委員 ぜひ教育現場とも連携を図りながら

せっかく目指したそれぞれの専門コースを就職にお

いても生かせるように、サポートあるいはまた、さ

まざまな情報提供などをやっていただきたいと思っ

ております。

やはり魅力ある農業、魅力ある漁業という意味で

考えますと、農業の場合、この皆さんの資料、園芸

品目、重点品目などを見ておりますと、特に目立つ

伸びを示しているのがトマト、パイン、トウモロコ

シあたりが非常に急激な伸びを示しております。こ

れは要因は何でしょうか。

手元にトマトとかはない○松尾安人園芸振興課長

のですが、インゲンなど最近伸びています。これが

単収がこれまで１トンぐらいだったのが、3.2トンと

れるようになったりとか、そういうので魅力を感じ

て伸びてきているのかなと思っているところです。

まず、トマトが皆さんの資料の販売○金城勉委員

額で見ても、平成23年度と平成27年度を比べると
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900％アップしているのですね トウモロコシが296％。

アップです。パイナップルも355％アップという非常

に著しい生産高、あるいは販売額が伸びているので

、 。すけれども これについては御説明はできませんか

県では平成24年あたりか○島尻勝広農林水産部長

ら災害に強い栽培施設、いわゆる強化型ハウス等を

整備しております。

特に、今、トマトが伸びているのは大きい産地で

あります豊見城市、向こうが従来600トンから700ト

ンでしたけれども、かなり施設整備を増加して今、

1000トン、1200トンを計画して、所によっては県外

出荷もさせてもらっているところでございます。ト

マトについては、割かし年中単価が安定していると

いうことで、豊見城市のほうがかなり生産拠点産地

として強化していて、かなり伸びてきているのかな

と。ほかの産地も同じように、県外もそうですけれ

ども、トマトの価格が意外と安定しているというこ

とで、若い女性とかその辺も含めてやっているのか

なという気がします。

トウモロコシについては、糸満市を中心にやって

いますけれども ずっと継続する 連作するとちょっ、 、

と厳しいところがあるのですけれども、連休のとき

に割高の単価を維持できるということで、少しその

辺で南部地域を中心に伸びているのかなという気が

します。

あと、パインについては、八重山地域でさっき議

論のありました、沖農Ｐ17という新しい栽培しやす

くておいしくてというのがあって、八重山地域はい

、ろんな青果用のパインの品種を入れておりますので

この辺を含めて石垣市が県外、ＪＡ系統も含めてで

すけれども伸びている一つの要因かなと。ただ、加

工用の本島北部の東村については、少し高齢化等を

含めて、ちょっと課題が残っておりますけれども、

石垣―那覇の宅配、ゆうパック等を含めると非常に

今新石垣空港を含めて伸びているのかなと思ってい

ますので、この辺についてさっき言ったように、緊

急増殖をかけながら沖農Ｐ17については広げていき

たいなと考えております。その辺が一つの増産して

いる背景かなと理解しております。

非常にすばらしい頑張りを見せてい○金城勉委員

ると思います。この辺のところは今後もさらに伸ば

していけるよう頑張っていただきたいなと思ってお

ります。パインについては、石垣市がこれだけ実績

を示しているのであれば、東村あたりもまたさらに

工夫次第で可能性があるかもしれません。

一方で、シークヮーサーの海外展開の話がありま

したけれども、その割には極端に減っていますね、

生産高は。平成23年と平成27年を比べると22％にま

で落ち込んでいるのですね。この理由は何ですか。

先ほどもちょっと説明し○島尻勝広農林水産部長

たのですけれども、多分、平成22年、平成23年のこ

ろはちょうどテレビ、マスコミ等でブームがあって

増産、増産ということがあったと思うのですけれど

も、それで原料が足りないということで価格競争が

あって、ＪＡ系統とかあるいは民間、あるいは市町

村の中で奪い合いがあって、非常に単価が高騰した

ような経緯があります。

ところが一転して、在庫を抱えるようになったと

きに、はけができないというようなことがあって、

今そういう需給バランスがとれるようにということ

で、ＪＡを中心に協議会をつくってもらっているの

ですけれども、どうしてもやはり一旦メーカー側が

とりたいということになると大量の原料がほしいと

いうことになり、また一旦やめてしまうと在庫にな

、るというようなことの繰り返しがずっと続いていて

平成28年度現在も少し在庫を抱えているという課題

があります。

、海外に出したいということもあるのですけれども

まとまった量とか、あるいは加工用と青果用という

ような形態が少しあるものですから、この辺の出荷

の考え方を少し整理しながら、ちょっとやっていか

ないといかんのかなと思っています。ですから、加

工用も今140円とか150円のレベルで取り引きされて

いると思うのですけれども、所によっては百七十、

八十円とかいうところもあるので、いずれにしても

価格の安定と需給バランスをいかにとっていくかと

いうことが必要かなと思っています。

非常に人気のある商品ですから、そ○金城勉委員

の辺のところは 平年化 平準化できるように頑張っ、 、

ていただきたいです。

次に、水産業の件ですが、先ほどから養殖の件に

ついて話題になっておりますけれども、海面養殖プ

ラス、陸上養殖にこれから力を入れていきたいとい

うことですけれども、特に陸上養殖の場合、その養

殖技術の開発とあわせて、今民間もそういう陸上養

殖の動きが徐々に出てきております。そこで課題に

なっているのは稚魚の提供がどうなのかということ

がありましたけれども、現状はどうですか。

ヤイトハタについては県の栽○新里勝也水産課長

培漁業センターで生産をして、稚魚を各経営体に有

償で配付しているところでございます。これは海面

漁業がメーンではございますけれども、一部２経営
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体は陸上でやっているところもございます。

徐々に陸上もふえてきているかなと思っておりま

すけれども、昨年、本部町にあるセンターのヤイト

ハタの親がちょっと調子が悪くて、種苗が少し要望

に足らなかったところがございます。そのため、別

のチャイロマルハタというちょっと種類は違う、同

じアーラミーバイの一種ですけれども、それを生産

しまして供給して、何とかこれでつないでもらえる

ような対応を今しているところでございます。

やはりそれだけ意欲を持って民間の○金城勉委員

ほうも動き出しておりますから、そこで足かせにな

るようなことがないように県の役割はしっかり果た

していただきたいと思います。

それともう一つの課題が餌です。県外から仕入れ

、ている餌が主流に今なっているのでしょうけれども

それが非常に割高になっているということで、県内

産の餌の開発というか、そういう試みもなされてい

るように聞いておりますけれども、その辺の状況は

どうですか。

おきなわ産○生沢均農林水産総務課研究企画監

ミーバイ養殖推進事業という事業で、水産海洋技術

センターで県産魚粉を利用したモイストペレット飼

料等の検討も現在実施しております。

もうちょっと親切にお願いします。○金城勉委員

これは、平成○生沢均農林水産総務課研究企画監

27年から実施しているソフト交付金を活用した事業

なのですが、養殖ハタ類の持続可能な発展を見据え

た生産体制を強化するため、産卵誘発技術や低コス

ト給餌技術の開発等の各種試験研究を実施するもの

です。この中身としましては、タマカイの安定的な

採卵技術の開発、ハタ類がおのずから餌を得ること

ができる自発給餌システムの開発、そして先ほどの

県産魚粉を利用したモイストペレット飼料の検討等

を現在実施しているところです。

その県内産餌の見通しというのは、○金城勉委員

これも技術的には問題なくできているのですか。

一応ドライ、○生沢均農林水産総務課研究企画監

ウエットタイプ、県産の魚粉等を使って今いろいろ

試験をやって、大体うまくいっているようではござ

います。

これは安定供給―海面養殖、あるい○金城勉委員

は陸上養殖の業者がこれからそういう仕事にどんど

ん拡大していきたいというような環境がこれから予

想されるのですけれども その割高な県外産の餌じゃ、

なくて、割安な、そういうコストが、ちゃんと採算

が合うような提供体制の見通しが立っているという

ふうに理解していいのですか。

現在、研究段○生沢均農林水産総務課研究企画監

階なので、広く漁家に提供できる体制にはまだなっ

ていないとは思いますけれども、コスト的には十分

いけるという形では聞いております。

ここは非常に重要な、今後その養殖○金城勉委員

漁業が伸びるかどうかというところも左右する重要

なポイントですから、ぜひ安定供給できるような体

。制に持っていっていただきたいなと思っております

次に、その養殖の件、私は一般質問でもやったこ

とがあるのですけれども、台湾との技術交流、ある

いは人材交流―我々が視察に行ったときに物すごい

スケールで養殖漁業が展開されておりましたから、

かなり進んでいるのですね。その辺の交流について

はどうですか。

台湾との研究○生沢均農林水産総務課研究企画監

交流につきましては、昭和61年からずっとやってお

りまして、水産業につきましては、養殖魚介類の生

産・消費・流通について、大型藻類の培養技術、設

備利用技術の研究交流、ハタ類の養殖技術の交流等

を現在実施しているところです。

台湾も非常にすばらしい技術を持っ○金城勉委員

ておりましたので、ぜひその交流を積極的にやった

ほうが沖縄の技術向上にもつながるのではないかと

思います。

次に、モズクについて伺います。モズクは、先ほ

どの答弁だと平成28年度１万4000トン、21億円余り

というふうになっていましたけれども、一時期２万

、トンに近いような生産量も誇ったことがありますし

また、モズクの需要も高まってきておりまして、期

待も大きい。だからそういう意味でも、日照不足、

あるいは新芽がちぎれるとか、そういう影響を受け

て生産が落ち込むということがこれまでもあります

ので、品種改良をどうするかというのは非常に関係

者の皆さんから大きな期待が寄せられております。

これはスピーディーにできるものかどうかわかりま

せんけれども、非常に早いうちに新品種の改良とい

うのは期待されているのですが、この辺の進捗状況

はどうですか。

モズクの現状を申し上げます○新里勝也水産課長

と昨年、一昨年と天候不良ということで、生産が不

調だったことになっております。

３年前については２万トンを超して、非常に成績

、 、 、はよかったのですけれども ただ 価格については

この間、特に生モズクの消費拡大の取り組みがじわ

じわと効いてきたという評価をいただいております
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けれども、消費は伸びてきておりまして、価格は安

定してきているかなと思っております。そのおかげ

で、モズク養殖業界の収入に大分貢献しているかな

と思っておりまして、若い人が参入してきている現

状でございます。

ただ、委員おっしゃるように、どうしても天候に

左右されてしまう部分があるものですから、漁業者

からは天候に左右されない安定した収穫ができるモ

ズクの品種開発という要望が上がっておりまして、

そのために県としましても研究機関で、そういう要

望を受けとめて、一括交付金を活用して今取り組ん

でいるところでございます。

モズクの品種○生沢均農林水産総務課研究企画監

の問題なのですが、水産海洋技術センターで採取・

選抜・育成されましたオキナワモズクの株が農林水

産省の品種登録制度によりまして、品種名イノーの

恵みとして承認されて、オキナワモズクで初めて品

種登録されております。品種登録は、平成27年９月

29日で、特徴としましては生産性が高く、安定生産

に寄与する藻体が長く細くやわらかいことから、食

用モズクに向いた品種であるということと、また今

ＯＩＳＴとのゲノム等のいろいろ共同研究等もやっ

ておりますので、いろんな今後品種改良のほうにも

寄与していけると考えております。

その品種の開発のめど、見通しとい○金城勉委員

うのはまだわかりませんか。

海域からさま○生沢均農林水産総務課研究企画監

ざまな藻体がとれておりまして、それを活用して、

ある程度の品種改良をやっていく基礎としてはでき

ております。今後、いろいろ機能性の問題とか加工

性とか、その辺を見ながら進めていくという段階で

す。

ぜひ安定生産ができるように。そう○金城勉委員

いう品種改良ができるのであればやっていただいた

ら、生産者の皆さん方も非常にさらにまた意欲が増

して、後継者の参入も期待できるのではないかと思

います。私も沖縄モズク大使ですから、新里課長。

毎朝、モズクの朝食からスタートします。部長、食

べていますか。そうですか。そういうことで、モズ

クは大いに期待されております。

もう一つは、モズクが海外、特に台湾とか香港あ

、たりでも非常に取り引きの声があるのですけれども

、逆に安定供給ができるかということの懸念があって

なかなか踏み出せない状況があるのですね。そうい

う意味では、モズクの加工技術と加工品の取り組み

というのが大事だと思いますけれども、この分野は

どうですか。

モズクについて、これも平成○新里勝也水産課長

29年度の新規として一括交付金を活用した事業を計

上させてもらっております、産地発、おきなわ海藻

消費拡大事業ということで、目的としましては、本

県の特産品目である海藻類―モズクだけではなくウ

ミブドウ等も一緒に入れていますけれども この６次、

産業化の推進と消費拡大に向けて、産地ならではの

加工商品の開発と健康機能に関する情報発信を行う

ということで取り組んでいく予定としております。

具体的には、県内産地における生モズク商品の開

、 、発 各漁協が取り組んでいらっしゃいますけれども

それを民間企業と連携して商品開発できないかとい

うことが１つ。もう一つは、健康機能の情報発信と

いうことで、県産海藻類につきましては、成分も有

効成分がいろいろ含有されておりますので、その辺

の情報を一緒にくっつけて発信することによって、

付加価値、あるいは消費拡大につなげていけるよう

にしたいということで、平成29年度から新規として

計上させてもらっております。

乾燥モズクの件は、私も何度か食べ○金城勉委員

たことがあるのですけれども、生と極端に味が違う

のですね、味覚がね。だから、この加工技術のレベ

、 、ルアップをしないと 乾燥したやつを戻して食べて

生の感触がわかる人にとっては、ちょっとレベルが

いまいちかなというようなことがあるのですけれど

も、その辺の技術開発というのはどうですか。

どうしてもモズクは、乾燥す○新里勝也水産課長

ると歯応えがなくなってしまうというのはございま

す 塩蔵されたモズクをそういうふうにするとちょっ。

と食感が悪くなるので、塩蔵されない生のモズクを

加工に回すことによって、乾燥してスープに戻した

際も歯応えにしゃきしゃき感があるということで、

うるま市の勝連漁協、民間と連携して、そういう商

品も提供したりしております。

その辺はきちんと原料の確保から、あるいは民間

企業の確保の方法まで含めて、一貫してモズクの歯

応えをキープしながら商品開発していこうというこ

とで取り組んでいるところでございますので、今後

も民間と連携して、そういう商品開発、供給できる

ように県としても支援してまいりたいと考えており

ます。

概略でいいですから、新年度のモズ○金城勉委員

クにかかわる予算規模というのはどの程度ですか。

モズクだけと抜き取るのが少○新里勝也水産課長

しあれですけれども、おおむねモズクも含めた事業
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、 、として 水産課で所管している消費拡大対策として

今の新規事業で5000万円程度。あと研究開発のほう

で計上している予算もおおむね5000万円程度、合わ

せて１億円程度の予算が確保されているのかなと考

えております。

大城憲幸委員。○瑞慶覧功委員長

畜産からお願いします。○大城憲幸委員

平成29年度事項別積算内訳書から順を追っていき

ますので、まず156ページ、157ページの乳用牛につ

いてお願いいたします。

先ほど、県酪への委託料の議論はありました。そ

れも含めて、今回私の一般質問での乳用牛の状況、

、厳しい状況を踏まえて議論をしたいのですけれども

まずここの乳用牛の供給体制について、予算的には

若干ふえてはいるのですけれども、平成29年度の取

り組みについてまずお願いいたします。

沖縄県家畜改良センターでは、○池村薫畜産課長

農家から乳用雌子牛の育成を受託して、１年半後に

育成した後に初妊牛として農家に引き渡しておりま

す。平成28年度は子牛179頭を受け入れております。

また、初妊牛として164頭を農家に引き渡しておりま

す。また、県家畜改良センターでは、平成27年から

沖縄県酪農農業協同組合に業務委託をしており、今

後も県酪と連携して育成牛の増頭に取り組んでまい

ります。

ここで育成する分、北海道から入○大城憲幸委員

れる分、農家が自分で育成する分、その辺の割合は

どれぐらいか今わかりますか。

平成28年度は、農家の自己資金○池村薫畜産課長

で120頭、それから県酪の貸し付けといいますか、県

酪から資金を借りて61頭、それから県の補助で100頭

ということで合計281頭が導入という形になっていま

す。そして50頭、農家が県内で自分で育成する直育

成という頭数がございます。

大体700頭ぐらいが年間更新する牛なのですけれど

も、そのうち先ほど言いましたように県酪からは

164頭が供給して、あと50頭は農家の直育成になりま

すので、200頭前後が県内で生産された乳牛がそのま

ま乳牛になるのですけれども、残りについてはやは

り産地の北海道、熊本県も若干ありますけれども、

そこからの導入になると思います。

前は乳用牛の優良品種の育成につ○大城憲幸委員

いても畜産センターでもやっていた。そして育成セ

ンターでも充実させていた。そういう中で今も畜産

センターでは―ヤギは元気でいいのですけれども、

乳用牛はさわっていないわけですよね。そして今、

700頭のうち県外からの導入も多いわけです。そのよ

うな中で今、県外の市場が高騰していると。やはり

そこはしっかり強化する、あるいは支援する体制が

必要だと思いますけれども、平成29年度は、その農

家の導入についてどういう考えであるかお願いいた

します。

まず、家畜改良センターへの受○池村薫畜産課長

、 。け入れ これは預かる頭数をふやすという計画です

それから、家畜改良センターで人工授精して、子牛

を生ませるのですけれども、これも今、雌雄判別精

液というのがありまして、雌を生ませることができ

る精液がありますので、その活用本数をふやして、

できるだけ雌子牛が産まれるような形で取り組んで

いきたいということ。また、県酪のほうも生産農家

に対して、この雌雄判別精液を使う補助体制を強化

すると聞いております。

判別精液は高価でなかなか農家は○大城憲幸委員

使えないという話なのですけれども、そこは県が支

援すべきじゃないかと思うのですが、その辺はどう

ですか。

家畜改良センターに預かってい○池村薫畜産課長

る分については、雌雄判別精液で対応していきたい

と考えております。農家の農場でつける牛について

は今、県酪が支援しているのですけれども、県から

の支援はないですので、検討させていただきたいと

思います。

最後にしますけれども やはり２つ○大城憲幸委員 、

です。

１つは、県外から入れる部分がこれだけ多いです

から、今これだけ高騰している中、今、南城市と南

風原町が市町村独自の一括交付金を使って補助して

いますけれども、県からは１頭８万円の100頭分ぐら

いしかないわけですよね。異常なこの子牛の価格、

そして酪農家の経営を考えると、この輸送なりの補

助というのは充実させるべきだと思うし、県内での

この判別精液のせっかくの技術がありますので、そ

こは県としても支援すべきだと思いますから、これ

はもう予算は組まれている部分ではありますけれど

も、しっかり取り組んでほしいと思いますが、その

。辺に対する決意というか思いのほどをお願いします

確かに北海道から導入する乳牛○池村薫畜産課長

が90万円と非常に高くなって、今、導入補助とかを

やっているのですけれども、改良センターでの増頭

と、もう一つ取り組みたいのは、今、乳牛は２年ぐ

らいしか使っていないので、なるべく４年ぐらい使

えるような形の飼養管理の指導もして、１頭を長く



－142－

使えて、少し更新費用が安くなるような指導も強化

していきたいと思っております。

今、非常に、入れる牛は高いし、○大城憲幸委員

なかなか厳しい状況ですので、支援体制をもう一回

しっかりお願いしたいと思っていますので、よろし

くお願いします。

167ページのエコフィードの議論がありました。具

体的に今、県内でいろんな可能性がある材料は言わ

、 。れていますけれども どういう取り組みがあるのか

そして4000万円の新たな補助金が出ていますけれど

も、この事業についてもお願いいたします。

エコフィードは今いろんな形で○池村薫畜産課長

供給されているのですけれども、集約的にやる場合

に、原料の確保とか、輸送確保に許認可等の課題が

非常に多いものですから、排出業者が事業者として

安定的な制度、体制が構築できるように、市場の調

査と先ほどもありました企画提案公募の形で設計等

の事業を進めていきたいと思っております。

、○大城憲幸委員 シークヮーサーとか泡盛かすとか

具体的に今取り組んでいる事例がありますよね。そ

の辺がどういう議論になっているのか、平成29年度

でどう取り組むのかお願いします。

そういったものの実際の排出と○池村薫畜産課長

か状況の調査も踏まえて、そういったものの活用も

含めながら、平成29年度の事業の企画提案の中で検

討していきたいと思っております。

4000万円の事業費のうち、主なものが設計費の補

助という形になっております。

もう少し具体的にわかるように説○大城憲幸委員

明をお願いします。

先ほど申しましたように、いろ○池村薫畜産課長

んなエコフィードの可能性があるものについて、原

料の確保とか輸送確保、許認可がありますので、そ

ういったものを含めて、企画提案型の中での実施設

計という形の事業メニューになっております。

、○大城憲幸委員 これからではあるのですけれども

どうもやはり他県に比べて、私のイメージとしては

おくれているような気がしています。そしてまた、

これまでいろんな民間の会社なんかもチャレンジし

たのだけれども、どうもなかなか続かないというよ

うな事例があります。国はやれやれと言う割には補

助率が低かったりということで、なかなか難しい事

業ですので、ぜひ可能性は非常に大きいですので、

よろしくお願いします。また、けさ、たまたま農業

新聞で、酒かすを入れるとコストが下がって、豚の

、サシが倍になったなんていう記事もありましたので

ぜひ調査研究のほう力を入れていただきたいと思い

ます。

次に進みます。林業費の森林のほう、243ページと

か244ページあたり。248ページも先ほど下地島空港

のターミナルの議論がありましたけれども、森林の

業としてなかなか厳しいのですけれども、ヤンバル

の森が国定公園になるということで、さらにいろん

な規制がかかってくるのではないかと業界の人が心

配もしているのですけれども、その辺について平成

29年度はどのように取り組んでいくのか、国定公園

との関係をどのように考えているのかお願いいたし

ます。

昨年の９月15日にヤンバ○金城克明森林管理課長

ル３村の森林が国立公園に指定されております。そ

の森林の中身ですけれども、この自然公園法で原則

伐採できない特別保護地域と、伐採が可能でありま

す特別地域があります。これは１種、２種、３種と

言っておりますけれども、その特別区域以外は伐採

が可能と我々は考えておりまして、特に第３種特別

地域におきましては、所定の許可申請手続を行えば

林業生産活動に関し規制を受けないということです

ので、自然公園法と関係法令を遵守しながら、地元

、 、や地域行政 環境行政など関係機関と連携しまして

森林の利活用と環境の保全の両立を図りながら林業

の振興に取り組みたいと考えております。

また、森林ツーリズム等、森林の新たな利用も推

進し、山村地域に固有の資源を持続可能な形で活用

することで、林業従事者等の新たな雇用の場の確保

や地域振興を図りたいと考えております。

伐採許可面積が小さくなっている○大城憲幸委員

という話が関係者からあって、やはり自然保護等の

観点から、どんどん許可がおりる面積が小さくなっ

ていると そして やる皆さんからすると20ヘクター。 、

ル切るのも、２ヘクタール切るのも、いろんな手続

関係のエネルギーとか経費がかかるものだから、業

として非常に伐採単価みたいなものが上がってきて

厳しいという話があるのですけれども、県としてそ

の辺の実情はどのように把握していますか。

確かに以前は 10ヘクター○金城克明森林管理課長 、

ル、20ヘクタールと大面積伐採をしていた時期もご

ざいました。しかし、近年は環境と利用の両立とい

うことで、沖縄県では平成26年の10月にやんばる型

森林業という基本方針を立てております。その中で

は、最大５ヘクタールということで基準を設けまし

て、１皆伐面積５ヘクタールを上限とするというこ

とで方針をつくりまして、地元の国頭村も独自に方
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針をつくっています。それも県と同様に５ヘクター

ルということになっております。確かに、以前のよ

うに大きな面積だと、効率は非常によろしいのです

けれども、どうしても環境に及ぼす影響というのも

比例しまして大きくなりますので、今、沖縄県とし

ましては沖縄21世紀ビジョンでは、世界自然遺産登

録を目指すということでうたっておりますので、我

々としても世界自然遺産登録に影響しないような自

主規制を行いながら取り組んでいるところです。

、○大城憲幸委員 自主規制はわかるのですけれども

やはり冒頭きょうの午前中の議論にもありましたけ

れども、山を伐採するのが悪いことみたいなイメー

ジになったらよくないと思うのですよ。自然破壊み

たいな話だけれども、やはり山というのは管理して

初めて自然を守れる、いろんな多面的機能を守れる

というのが林業をなりわいとしている皆さんの意見

ですから、私はそれはそれで理解をして、県民に対

しても担当課としてそういうイメージも説明もして

あげないといけないと思うのです。その辺に関して

自然公園のものも含めて、これは両立させなければ

いけないと思うのですけれども、再度お願いいたし

ます。

林業は、第１次産業の農○金城克明森林管理課長

林水産業の一つであります。我々は、資源は再生し

て使うものですので、開発とは違うということをこ

れまでも機会を持ちながら宣伝してきたのですけれ

ども、なかなか理解を得られないところもあります

、 、けれども それでも地元では森林組合がおりまして

そこでは一生懸命、地域振興のために活躍しており

ますので、今後、彼らの作業がうまくいくように、

ここは新規事業でやんばる型森林施業推進事業とい

うのも平成29年度から立ち上げますが、これは新し

い林業機械を使いまして、効率的な集材作業に向け

ての実証事業を行うことなどもしまして、今後対応

していきたいと考えております。

漁業のほう、水産業費についてお○大城憲幸委員

願いいたします。

279ページ、先ほど糸満漁港の新市場の件で1000万

円の中身について議論がありました。ソフト事業を

中心ということですけれども、これまで携わって皆

さんはわかるように平成29年度は非常に大事だと

思っております。関係者の皆さんのコンセンサスを

どう得ていくのかという意味では、非常に大事な年

になるのではないかなと思っていますけれども、そ

の辺を含めて、この事業を活用もしながら、どのよ

うに平成29年度は糸満漁港の新市場に向けた取り組

みをするのか、お願いいたします。

県としましては泊漁港の再整○新里勝也水産課長

、 、備 そして糸満漁港においては新市場の整備に向け

関係市町村、団体と協議を重ねているところでござ

います。高度衛生管理型荷さばき施設については、

なるべく早いうちに関係者の理解を得て、予算の要

求につなげていくということで、取り組んでいると

ころでございます。

経済労働委員会でオーストラリア○大城憲幸委員

のフィッシュマーケットを見てきました。非常に活

気があって、魚教室、料理教室なんかやっていいな

と思いました。ああいうものを目指すとか、今の泊

市場が移ってしまったら、ここが元気がなくなって

しまうのではないかというイメージをみんなが持っ

ていると思うのですよ。ここはもっともっと観光客

も集まるところ、小売が活発になるところというこ

とで、もっと元気になるよと、今よりも何倍も人が

来るよと、そうしながら外に出していくためには、

糸満漁港に移しましょうとか、その辺がやはりみん

な見えてないところがあると思うのですよ。そうい

う意味で、再度、平成29年度はそういう説明が大事

だと思うのですが、泊市場の活性化、そして糸満市

場からどのようにアジア戦略構想に向けたものを出

していくのか、その辺の取り組みを再度お願いいた

します。

泊市場については、これまで○新里勝也水産課長

泊漁港の現状や課題について詳細に説明し、合意形

、 、成を図ってきたところでございますけれども 今後

泊市場については、市民や観光客など消費者ニーズ

に対応した消費市場、そして、いゆまちを中心とし

た都市地区のウオーターフロントという位置づけを

させていただいて、絵を描いて、その移設整備に向

けて支援を取り組んでいこうということで、一旦絵

も描きながら再整備について話し合いを続けていこ

うと考えているところでございます。

一方、県内の唯一の第３種漁港として糸満漁港が

ございますので、これは衛生管理をきちんとした市

場を整備することによりまして、消費者に対して高

鮮度かつ安全・安心な水産物を安定供給をしていく

。 、 、ということを想定しております さらに 県外漁船

県内全域からも集荷することにより、水揚げ量がふ

えて、市場の取扱量の安定化、漁価の向上、販路拡

大、加工業の活性化、ひいては雇用の創出につなが

るだろうということで考えております。

委員御質疑の沖縄県アジア経済戦略構想推進計画

の中でも、この糸満漁港の市場の役割というのは位
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置づけさせてもらっております。荷さばき施設だけ

ではなくて１次加工処理施設、あるいは冷蔵施設も

セットで整備した上で、特にマグロ、あるいはヤイ

、トハタ等についても海外への輸出拡大ということで

ハブ構想とも連携しながら取り組んで、最終的には

本県全体の水産業振興に大きく寄与していくものと

考えております。

県としましては、泊漁港、糸満漁港、双方が発展

できるように引き続き関係市町村、漁業団体と協議

を進めながら、泊漁港の消費市場としての再整備方

針、そして糸満漁港における新市場の整備計画につ

いて丁寧に説明し、理解を得ていきたいなと考えて

おります。

関係者は当然理解してもらわない○大城憲幸委員

といけませんけれども、それと並行してやはり県民

へのそういう周知も、県民の思いを、方向性を一緒

に向けるっていうのも大事だと思いますので、よろ

しくお願いします。

、 、特別会計の中央卸売市場 333ページですけれども

非常に施設の老朽化も進んでおります。今年度、修

繕箇所もいろいろあると思いますけれども 平成29年、

度の修繕あるいは市場活性化に向けた取り組みにつ

いて、まず説明をお願いいたします。

平成29年度の取り組み○喜納兼二中央卸売市場長

につきましては、外灯ポールの更新、先ほど言われ

たように、この外灯ポール等含めまして老朽化が進

んでいると。外灯ポールについては、1827万円の予

算 それから電気水道の自動検針システム装置のリー、

スについて260万円の予算を計上しております。

外灯も大事ですけれども、防犯用○大城憲幸委員

のカメラなんかがもうずっと壊れて使えないという

話もあるのですけれど、その辺はどう考えているの

ですか。

、○喜納兼二中央卸売市場長 カメラにつきましては

盗難防止あるいは商品間違いの確認作業等において

活用されてきており、今後もその必要はあるものと

考えています。対策として、その導入を目指してい

きたいと思っております。

平成29年度予算では、外灯ポール○大城憲幸委員

としかないのだけれども、一部カメラもこの中でで

きそうですか。

市場の運営におきまし○喜納兼二中央卸売市場長

て、カメラの設置は大変重要な課題であると考えて

おります。予算の範囲という制限はございますが、

先ほど申し上げました外灯において、外灯とセット

されたカメラという導入もあるわけでして、そこら

辺の技術的な部分も検討しながら、カメラの設置に

ついては、必要な範囲を確保していきたいと考えて

おります。

その辺の財源というのは、やはり○大城憲幸委員

独立採算でできれば調達しないといけない。その財

源になるのは、やはり店舗なんかを貸して入る収入

ですけれども、空き店舗対策については前回も議論

したのですけれども、その辺の状況をお願いいたし

ます。

空き店舗につきまして○喜納兼二中央卸売市場長

は、現在関連事業者と意見交換を行い、入居基準の

、 。緩和等を含めまして 意見の集約に努めております

また、関連事業者組合も新規参入者の勧誘に向けて

努力しているところでございます。なお、その他の

市場入居者との面談も行い、関連商品売り場への新

規参入の可能性について検討しているところでござ

います。

前の議論でも、関連事業者の皆さ○大城憲幸委員

んがいて、仲卸がいて、買参人がいて、それぞれい

ろんな意見がある。ただやはり、あんなゴーストタ

ウンみたいに空き店舗ばっかりでは市場の活性化も

図れないわけですから、これは難しい中で場長が頑

張っていただいているとは思うのですけれども、た

だこれはずっと前からの議論だから、やはりある程

度の期限を決めて、平成29年度は取り組むべきだと

思うのですけれども、その辺についてどう考えてい

ますか。

先ほど若干申し上げま○喜納兼二中央卸売市場長

したが、市場運営において関係機関と合意形成とい

いますか、お互いの立場をお互いが話し合って、納

得した上で市場運営していくということがございま

す。そういう中で、いろんな立場の中で、どういう

使い方をするかということを全体で合意形成を図り

ながらやっていくと。今、言う中で、早い時期に意

見をとりまとめて、空き店舗の解消に向けて取り組

んでいきたいと思っております。

魚も青果も含めて、アジア経済戦○大城憲幸委員

略構想の議論がありますけれども、すぐそばに那覇

港総合物流センターができるわけですよね。これも

来年、平成30年の10月と言われています。90億円を

かけて拠点を今、整備しているわけでして、まさに

こういうものは市場を活性化して、その市場のすぐ

目と鼻の先にこれだけの広大な物流センターができ

ます。ただ、議論していて、こことの皆さんとの意

見交換なり、どういうものが必要だよというような

やりとりができているのかなというのが、ちょっと
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気になったところですけれども、その辺について誰

か答弁できますか。

現在、農林水産部に○幸地稔流通・加工推進課長

おきましては、那覇港管理組合等から情報を収集し

ているところであります。

まさに今、アジアに向けていろん○大城憲幸委員

な調査研究をしていると言っていますけれども、も

う目と鼻の先で具体的に動いていますので、やはり

皆さんが使いやすいような―水産のほうでもそうで

すよ。マグロはエアで運ぶけれども、モズクは船で

、運ばないといけないとかというのがあるはずですが

そういうような連携がないような気がしますので、

そこは商工労働部とも議論はしてみますけれども、

ぜひ連携をとって、非常に伸びる、あるいは伸ばさ

ないといけない分野であるのは共通認識ですので、

。ぜひ平成29年度も頑張っていただきたいと思います

以上で、農林水産部長及び労働○瑞慶覧功委員長

委員会事務局長に対する質疑を終結いたします。

説明員の皆さん、大変御苦労さまでした。

次回は、明 ３月10日 金曜日 午前10時から委

員会を開きます。

委員の皆さん、大変御苦労さまでした。

本日の委員会は、これをもって散会いたします。
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。沖縄県議会委員会条例第 27 条第１項の規定によりここに署名する

委 員 長 瑞慶覧 功




